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第 1 章  熊本市スポーツ施設ストック適正化計画の概要  

１．１  はじめに 

スポーツに関する施策の基本となる「スポーツ基本法」では、スポーツ施設の整備等について、「国及び地方

公共団体は、国民が身近にスポーツに親しむことができるようにするとともに、競技水準の向上を図ることが

できるよう、スポーツ施設の整備、利用者の需要に応じたスポーツ施設の運用の改善、スポーツ施設への指導

者等の配置その他の必要な施策を講ずるよう努めなければならない。」と規定されています。 

また、施設の老朽化に加え、少子高齢社会を迎え、地域ごとに求められる施設の量や質が変化していくこと

が想定されることから、スポーツ庁から平成 30 年（2018 年）3 月に、地方公共団体が安全なスポーツ施設を

持続的に提供し、市民が身近にスポーツを楽しむことができる環境を確保できるよう「スポーツ施設のストック

適正化ガイドライン」が示されました。 

本市では、既存施設の長寿命化を図るとともに、更新の際の規模適正化や施設の統廃合による総コストの抑

制に向けた取組の指針として、平成 29 年（2017 年）3 月に、「熊本市公共施設等総合管理計画」を策定して

います。 

本計画では、「熊本市公共施設等総合管理計画」の考え方を踏まえ、国が示すガイドラインに沿って個々のス

ポーツ施設の方向性等を検討し、これから本市が取り組んでいくスポーツ施設の最適な配置について定めるこ

ととします。 

 

１．２  計画の目的  

本計画は、本市が所有するスポーツ施設について、老朽化や利用状況等を把握・分析し、今後の施設のあり方

についての考え方を整理し、利用状況や人口動態など社会環境の変化等を踏まえ定期的に検証を行うことで、

市民が生涯にわたってスポーツに親しめる環境を確保していくことを目的とします。 

 

１．３  計画の位置付け 

本計画は、「熊本市総合計画」を最上位に位置づけ、「熊本市公共施設等総合管理計画」に基づいて個別施設

ごとの具体的な対応方針を定めるものです。 

 

 

 
  

　方針１　資産総量の適正化・・・公共施設の総延床面積を40年間で20％削減

　方針2　施設の長寿命化の推進・・・計画保全を行い、70年間使用を基本

　方針3　施設運営に対する総コストの削減・・・民間活力の導入など

　【スポーツ施設】　熊本市スポーツ施設ストック適正化計画（本計画）

　【市営住宅】　　　 熊本市市営住宅長寿命化計画

　【公園】　　　　　　 熊本市公園施設長寿命化計画

　【学校施設】　　　 熊本市学校施設長寿命化計画

主な個別施設計画及び長寿命化計画

熊本市公共施設等総合管理計画

熊本市総合計画

図表１-１ 本計画の位置づけ 
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● 市営施設 
● 県営施設 

水前寺競技場 
水前寺野球場 

吉松スポーツ公園 

河内グラウンド 

熊本城テニスコート 
藤崎台県営野球場 

北岡自然公園（弓道場） 
新屋敷公園（テニスコート） 
熊本武道館 

清水スポーツセンター 

総合体育館・青年会館 

総合屋内プール 

植木総合スポーツセンター 

田原スポーツ公園 
植木弓道場 

明徳体育館 

北部体育館 
北部武道館 今熊公園 

（野球場・運動場） 

寺迫地区健康文化施設 

北部公園 
（野球場等） 

清水新地公園（野球場） 
清水新地コート 

龍田体育館 
武蔵塚武道場 熊本県民総合運動公園 

託麻スポーツセンター 

城山運動施設 
城山公園 
（運動場・テニスコート） 

県立総合体育館 

田迎公園（運動施設） 飽田公園 
（野球場・運動場） 南部総合スポーツセンター 

天明運動施設 
川尻武道館 

高グラウンド 

富合雁回館 
富合屋外運動場 

城南総合スポーツセンター 
城南 B&G 海洋センター 

塚原グラウンド 
雁回公園（野球場等） 

明徳グラウンド 

植木中央公園運動施設 

１．４  対象施設  

本市では以下のスポーツ施設を管理運営しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．５  計画期間  

本計画の期間は、令和 6 年度（2024 年度）から令和 13 年度（2031 年度）までの 8 年間とします。なお、

中間年度である令和９年度（2027 年度）に見直しを実施します。  

資料：熊本市施設白書 

図表１－２ 熊本市のスポーツ施設の位置図 



3 

 

第２章  スポーツ施設の現況評価  

２．１  基本情報の把握  

計画の策定にあたり、現在熊本市スポーツ振興課が所管・運営しているスポーツ施設の基本情報について整

理を行いました。現在、保有するスポーツ施設の総延床面積は約 8 万 8 千㎡（令和 2 年度（2020 年度）時

点）となっており、これは市全体の公共施設の 3.6％を占めます。これら 40 施設の今後のあり方について検

討を行います（各施設の基礎データは個別施設評価シートに記載）。 

 

 

 

  

体育室
体育館

プール 武道場 弓道場
陸上

競技場
野球場
(専用)

グラウ
ンド等

テニス
コート

1 水前寺運動公園（野球場） 中央区水前寺5丁目23番2号 平成元年 2,538.66 ○

2 水前寺運動公園（競技場） 中央区水前寺5丁目23番2号 昭和26年 3,970.25 ○

3 新屋敷公園（テニスコート） 中央区新屋敷1丁目8番25号 昭和54年 72.27 ○

4 総合体育館・青年会館 中央区出水2丁目7番1号 昭和61年 16,079.88 ○ ○ ○ ○

5 熊本城公園（テニスコート） 中央区古京町3番2号 平成元年 126.00 ○

6 北岡自然公園（弓道場） 中央区横手2丁目5番1号 昭和56年 600.14 ○

7 託麻スポーツセンター 東区上南部3丁目22番30号 平成14年 1,508.90 ○ ○ ○

8 城山公園（運動場・テニスコート） 西区城山半田4丁目16番1号 平成25年 277.10 ○ ○

9 城山運動施設 西区上代9丁目6番36号 昭和47年 7.86 ○

10 河内グラウンド 西区河内町野出976番地 平成17年 80.91 ○

11 田迎公園（運動施設） 南区良町4丁目8番1号 昭和63年 3,900.81 ○ ○ ○ ○ ○

12 雁回公園（野球場等） 南区富合町木原2748番地 昭和61年 138.08 ○

13 富合屋外運動場 南区富合町平原67番地1 平成12年 50.00 ○

14 富合雁回館 南区富合町清藤405番地1 平成3年 2,945.69 ○

15 飽田公園（野球場・運動場） 南区浜口町126番地 平成25年 61.05 ○

16 南部総合スポーツセンター 南区白藤5丁目2番1号 平成2年 4,616.32 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 城南総合スポーツセンター 南区城南町舞原144番地1 平成26年 5,174.23 ○ ○ ○ ○

18 城南Ｂ＆Ｇ海洋センター 南区城南町舞原134番地1 昭和63年 2,549.28 ○ ※1 ○

19 塚原グラウンド 南区城南町塚原81番地3 昭和61年 66.46 ○

20 高グラウンド 南区城南町高476番地1 平成17年 75.25 ○

21 総合屋内プール 南区荒尾2丁目1番1号 平成10年 26,486.50 ○ ○ ○

22 川尻武道館 南区元三町4丁目1番16号 平成7年 997.58 ○

23 天明運動施設 南区奥古閑町1877番地 昭和58年 1,834.11 ○ ○

24 龍田体育館 北区龍田弓削1丁目1番10号 昭和58年 1,321.30 ○

25 武蔵塚武道場 北区龍田弓削1丁目1番10号 平成2年 754.62 ○

26 今熊公園（野球場・運動場） 北区立福寺町91番地2 昭和62年 67.39 ○

27 寺迫地区健康文化施設 北区立福寺町577 平成16年 7.86 ○

28 明徳体育館 北区明徳町978番地 平成3年 842.19 ○

29 清水スポーツセンター 北区清水万石2丁目3番73号 平成5年 865.43 ○ ○

30 清水新地公園（野球場） 北区清水新地7丁目5番1号 昭和48年 116.88 ○

31 清水新地テニスコート 北区清水新地7丁目9番2号 昭和60年 9.93 ○

32 田原スポーツ公園 北区植木町富応1595番地 平成22年 50.90 ○

33 植木総合スポーツセンター 北区植木町山本788番地1 昭和60年 2,384.63 ○ ※2 ○ ○

34 吉松スポーツ公園 北区植木町亀甲452番地 平成22年 111.65 ○

35 植木中央公園運動施設 北区植木町岩野285番地35 令和元年 4,622.73 ○ ○

36 植木弓道場 北区植木町岩野238番地1 平成9年 870.04 ○

37 明徳グラウンド 北区小糸山町341番地 昭和60年 50.40 ○

38 北部武道館 北区鹿子木町53番地1 平成21年 611.10 ○

39 北部体育館 北区鹿子木町53番地 昭和61年 1,423.71 ○

40 北部公園（野球場等） 北区下硯川町416番地2 昭和49年 77.01 ○ ○

88,337.24 14 5 7 5 1 1 23 10

延床面積
（㎡）

保有機能

合　　　計

管理
番号

施設名称 所在地 建築年度

図表２－１ スポーツ施設の基本情報 

※１ 令和３年度 体育館解体 

※２ 令和５年度 体育館解体 
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２．２  施設の現況評価  

個々のスポーツ施設について、安心・安全・快適な利用に必要となる施設の性能を把握するため、基礎情報を

収集・整理し、その情報に基づき、個別施設の方向性及び整備手法を検討して、評価結果を取りまとめました。 

 

 

施設の現状情報の収集・整理 

施設の現状を明らかにするために、「安全性・機能性」「経済性」「耐震性」の分析に資する基礎情報の収集・整

理を行いました。 

各項目を以下の表の視点で整理しました。 

 

①安全性・機能性に関する基礎情報 

「安全性・機能性」の分析のための基礎情報を収集し、それぞれの項目について劣化状況（健全度状況）や対

策の実施状況等について整理を行いました。 

 

【状況把握のポイント】 

✓ 安全性については、劣化状況が利用者や第三者の安全に与える影響を把握した。 

✓ 機能性については、施設機能（性能）を維持するために必要となる空間性能、室内環境性能等の劣化や運

用に関連する問題及びバリアフリー対策、省エネルギー対策、災害対策等の状況を把握した。 

✓ 法令への適合状況については、建築基準法、消防法等に係る法定点検結果から是正報告の有無及び是正

実施の有無を把握した。 

✓ 屋外スポーツ施設については、「公園施設長寿命化計画策定指針」（平成 24 年（2012 年）４月国土交通

省都市局公園緑地・景観課）に準じ、各施設の健全度に関する基礎情報を把握した。 

✓ スポーツ施設の安全対策については、スポーツの場を安全な状態で提供していくため、スポーツ施設に係

る事故事例等を参考としながら、必要となる安全対策の実施状況を把握した。 

 

 

 

項 目 整理・収集項目 

安全性 
・経過年数 

・躯体の劣化状況（剥離、ひび割れ） 

・屋根、外壁材の劣化状況（剥離、ひび割れ）等 

機能性 
・内装の劣化状況（天井、壁、床、建具等） 

・附帯設備（トイレ、更衣室等）の整備状況 

・バリアフリー対応の状況等 

法令への適合状況 
・建築基準法：定期点検報告等 

・消防法：消防用設備等点検の報告等 

屋外スポーツ施設の状況 
・舗装の健全度 

・附帯施設の健全度（フェンス、観覧席）等 

スポーツ施設の安全対策 
・屋内フロアー、屋外コートの状況等 

・ＡＥＤ等の設置状況等 

 

  

図表２－２ 「安全性・機能性」に関する基礎情報 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 
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②経済性 

「経済性」の分析のための基礎情報として、コスト（更新・修繕費、運営維持管理費、光熱水費・通信費）及び使

用料等の収入に関する情報の収集・整理を行いました。 

 

【状況把握のポイント】 

✓ 運営維持管理費、光熱水費・通信費、使用料等の収入に関する情報は、施設の所管部局で管理しているデ

ータを整理した。 

 

 

 

項 目 整理・収集項目 

更新・修繕費 ・今後の改修や建替えに係るコスト 

運営維持管理費 ・各種委託料（清掃、警備等）     、指定管理料等 

光熱水費・通信費 ・電気、ガス、水道、下水道、通信 

収入 ・スポーツ施設の使用料 

 

 

 

③耐震性 

スポーツ施設のうち建築物について、耐震性を把握し整理を行いました。なお、耐震診断が実施されている

場合は、その結果を把握し、耐震診断が実施されていない場合は、「建築物の耐震改修の促進に関する法律」に

より、不特定多数の者が利用する昭和 56 年（1981 年）以前の旧耐震基準で設計された建物のうち、特定の

用途や一定規模以上のものを「特定建築物」とし、耐震性の確認と改修に関して努力義務が規定されているた

め、該当する建築物であるかを把握しました。 

 

 

項 目 整理・収集項目 

適合する耐震基準※ ・昭和56年（1981年）以前の耐震基準（旧耐震基準） 

耐震診断 ・診断実施の有無、耐震改修の必要性の有無 

耐震改修 ・耐震改修の実施の有無 

※耐震基準・・・建築物の設計において適用される地震に耐えることのできる構造の基準で、昭和 56 年（1981 年）5 月 31 日までの建築確

認申請において適用された基準が「旧耐震基準」という。これに対し、昭和 56 年（1981 年）6 月 1 日以降に適用されている

基準を「新耐震基準」という。 

 

 

 

  

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 

図表２－４ 「耐震性」に関する基礎情報 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 

図表２－３ 「経済性」に関する基礎情報 
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２．３  施設の現状情報に基づく個別施設の方向性に関する検討（１次評価）  

収集した情報をもとに施設の現状を評価し、その評価結果をもとに個々のスポーツ施設の「方向性」及び「整

備手法」を検討しました。個別施設の方向性の検討は、スポーツ施設の安心・安全な利用のために必要となる最

小限の基礎情報に基づき、施設の方向性等を簡易的に検討するものです。 

この１次評価を行ったあと、後に示す「スポーツ施設の基本方針に関する検討（２次評価）」を行います。 

 

 

 

 

①施設の方向性の検討 

個々の施設に対して、施設の方向性（「維持」「改善」「改廃」）の検討を行いました。 

 

【「安全性・機能性」の評価】 

✓ 現地調査により把握した劣化状況を基に、「基礎情報」において項目分類された「安全性」「機能性」「法令へ

の適合状況」「屋外スポーツ施設の状況」「スポーツ施設の安全対策」ごとに「Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」の４段階評価を行

った。 

✓ 上記の「劣化状況の調査」及び「項目ごとの評価」を基に、「安全性・機能性」について「良」又は「劣」の評価

を行った。 

  

安全性 

機能性 
良 劣 

経済性 良 劣 

(1)施設の方向性 

維持 改善 改廃 

耐震性 耐震性 
 

なし なし 
耐震性 

 

（2）施設の整備手法 

2 次評価 

廃止 再整備 機能改修 耐震改修 長寿命化 

図表２－５ １次評価のフローチャート 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 
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              評価基準 評 価  

・全体的に健全である。 

・緊急の補修の必要はないため、日常の維持保全で管理するもの 
Ａ 

・全体的に健全だが、部分的に劣化が進行している。 

・緊急の補修の必要性はないが、維持保全での管理の中で、劣化部分について定期的な

観察が必要なもの 

Ｂ 

・全体的に劣化が進行している。 

・現時点では重大な事故につながらないが、利用し続けるためには部分的な補修又は更

新が必要なもの 

Ｃ 

・全体的に顕著な劣化である。 

・重大な事故につながる恐れがあり、公園施設の利用禁止又は緊急な補修若しくは更新

が必要とされるもの 

Ｄ 

 

 

 

 

評価基準  評 価  

・全体的に劣化、不具合等の事象が確認されない。 

・部分的な劣化、不具合等の事象が確認されるが、緊急性が低い（日常的な保守管理及

び経過観察により対応）。 

・法定点検での是正報告がない、又は是正事項が既に改善されている（改善予定も含む。） 

・スポーツ施設の安全対策がなされている。 

良 

・全体的な劣化、不具合等又は著しい劣化、不具合等の事象が確認され、全面的な補修

若しくは改修が必要である。 

・劣化、不具合等の事象により、重大な事故、施設の利用制限又は緊急に補修若しくは

改修が必要である。 

・法定点検での是正報告があり、是正が長期間放置されている、又は重大な事故、施設

の利用制限が想定される。 

・重大な事故の恐れがある安全に関する対策が実施されていない。 

劣 

 

 

  

図表２－７ 「安全性・機能性」の評価の考え方 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 

図表２－６ 現地調査による個別項目の評価基準 
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②施設の整備手法の検討 

施設の方向性が「維持」又は「改善」となった施設（建築物）は、「耐震性」の評価を行い、整備手法について検

討を行いました。 

 

【「耐震性」の評価】 

✓ 収集した基本情報をもとに、評価を行った。 

✓ 旧耐震基準（昭和 56 年（1981 年）以前）で設計された建物は耐震診断の実施が必要であるため、その実

施の有無及び耐震診断結果を確認した。 

✓ 耐震診断を実施している建築物のうち、「耐震改修の必要性がない」と診断された建築物は、「耐震性に問

題なし」と評価した。 

✓ 耐震診断を実施している建築物のうち、「耐震改修の必要性があり」と診断され、耐震改修が未実施の場

合「耐震性に問題あり」と評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表２－８ 「耐震性」評価のフローチャート 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 
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【施設の整備手法】 

✓ 施設の方向性が「維持」となった施設は、「耐震性」の評価を実施し、耐震性に問題がある場合は「耐震改

修」を実施する。耐震性に問題がない場合は、長寿命化を図るなど、施設を適切に維持する。 

✓ 施設の方向性が「改善」となった施設は、「耐震性」の評価を実施し、耐震性に問題がある場合は「耐震改

修」を実施する。耐震性に問題がない場合は、「機能改修」を実施する。なお、「耐震改修」と合わせて、機能

改修を実施することが効率的である場合は、同時に実施する。 

✓ 屋外施設等の建築物として取り扱われない施設は、「耐震化」の評価は実施しない。 

✓ 施設の方向性で「維持」となった施設の整備手法は「現状維持」、「改善」となった施設の整備手法は「機能

改修」とする。 

✓ 施設の方向性が「改廃」となった施設は、「再整備」又は「廃止」となるが、この判断については、「スポーツ

施設の基本方針に関する検討（２次評価）」を実施する。ただし、明らかに劣化が進行し評価が芳しくない施

設等に関しては、この評価で「廃止」と判断する。 

 

 

 

方向性 整備手法 内 容 

維 持  

現状維持 施設の機能を維持しながら、長期的に使用し続ける。 

長寿命化 計画的に改修等の保全を行い、現在の施設をより長く使用する。 

改 善  

機能改修 経年劣化への対応を目的に改修する。 

耐震改修 地震に対する安全性向上を目的に改修する。 

改 廃  

再整備（改築） 現状の施設を解体し、現地又は別の敷地に新たに施設を整備する。 

廃止 施設を解体する。 

 

 

 

 

  

図表２－９ 施設の方向性及び整備手法の検討 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 
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２．４  個別施設の方向性等（ 1 次評価の結果）  

（１）安全性・機能性の評価 

個々のスポーツ施設における安全性・機能性の調査結果は、次の図表２－１０のとおりです。 

 

 

 

 
 

  

建築基準法 消防 電気 現地確認 対策

1 水前寺運動公園（野球場） Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

2 水前寺運動公園（競技場） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

3 新屋敷公園（テニスコート） Ｂ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ Ｂ 良

4 総合体育館・青年会館 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ー Ｂ Ｂ 良

5 熊本城公園（テニスコート） Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

6 北岡自然公園（弓道場） Ｂ Ｂ Ｂ Ａ ー Ａ Ｂ Ｂ 良

7 託麻スポーツセンター Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

8 城山公園（運動場・テニスコート） Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

9 城山運動施設 Ｂ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ Ｂ 良

10 河内グラウンド Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

11 田迎公園（運動施設） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

12 雁回公園（野球場等） Ｂ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ Ｂ 良

13 富合屋外運動場 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 良

14 富合雁回館 Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ ー Ｂ Ｂ 良

15 飽田公園（野球場・運動場） Ａ Ｂ Ａ ー Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 良

16 南部総合スポーツセンター Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

17 城南総合スポーツセンター Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

18 城南Ｂ＆Ｇ海洋センター Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ ー Ｂ Ｂ 良

19 塚原グラウンド Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

20 高グラウンド Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

21 総合屋内プール Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

22 川尻武道館 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ 良

23 天明運動施設 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

24 龍田体育館 Ａ Ｂ Ａ Ｂ ー ー Ｂ Ｂ 良

25 武蔵塚武道場 Ａ Ｂ Ａ Ｂ ー ー Ｂ Ｂ 良

26 今熊公園（野球場・運動場） Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

27 寺迫地区健康文化施設 Ａ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ Ｂ 良

28 明徳体育館 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ ー ー Ｂ Ｂ 良

29 清水スポーツセンター ー ー ー ー ー ー ー ー 劣

30 清水新地公園（野球場） Ｂ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ Ｂ 良

31 清水新地テニスコート Ｂ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ Ｂ 良

32 田原スポーツ公園 Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

33 植木総合スポーツセンター Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

34 吉松スポーツ公園 Ａ Ｂ Ａ ー Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

35 植木中央公園運動施設 Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 良

36 植木弓道場 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ ー ー Ｂ Ｂ 良

37 明徳グラウンド Ａ Ｂ Ａ ー ー Ｂ Ｂ Ｂ 良

38 北部武道館 Ａ Ｂ Ａ Ａ ー ー Ｂ Ｂ 良

39 北部体育館 Ｂ Ｂ Ａ Ｂ ー ー Ｂ Ｂ 良

40 北部公園（野球場等） Ａ Ｂ Ａ ー ー Ａ Ｂ Ｂ 良

安全対策
判定

管理
番号

施設名称
安全性 機能性

屋外

現況評価

法適合性

図表２－１０ 安全性・機能性の調査結果 
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安全性・機能性の評価を行った結果、「劣」と判定された施設は、「清水スポーツセンター」のみであり、「清水

スポーツセンター」を除く３９施設は、「良」と判定されました。 

「スポーツ施設ストック適正化ガイドライン」による安全性・機能性の評価が「劣」となった施設である「清水ス

ポーツセンター」の評価は次のとおりです。 

 

 

○清水スポーツセンター 

清水スポーツセンターについては、安全性・機能性に関わらず、その上位の条件として、建築物の一部が土砂

災害防止法の土砂災害特別警戒区域内（レッドゾーン）に、また、建築物の大半が土砂災害警戒区域（イエローゾ

ーン）に立地していることから施設の方向性として「改廃」とし、２次評価を実施せず「廃止」とします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）耐震性の評価 

 建築年などのデータを基に耐震性の評価を行いました。対象となる施設は、昭和 56 年 5 月 31 日以前に着

工した旧耐震建築物のうち、建築物の耐震改修の促進に関する法律に規定される特定建築物、居室を有する建

築物とし、倉庫などの競技スペース以外の施設についての耐震改修については除外するものとしました。その

結果、北岡自然公園（弓道場）が、耐震改修が必要と診断されました。 

  

安全性・機能性

評価

清水スポーツセンター 劣 改廃 廃止

施設の方向性 施設の整備手法施設名称

資料：熊本県土砂災害情報マップ 

図表２－１２ 土砂災害警戒区域 

図表２－１１ 清水スポーツセンター 評価結果 

資料：熊本県土砂災害情報マップ 

資料：熊本市固定資産税情報 
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（３）１次評価 

 １次評価（施設の方向性及び整備手法）の結果は、次の図表２－１３のとおりです。 

 

 

 
※居室等に関しては、今後も引き続き方針に基づいた耐震化についての検討を行い、今回の判定については

競技部分のみでの判定を行いました。 

  

管理番号 施設名称 設置年 施設の方向性 施設の整備手法

1 水前寺運動公園（野球場） 平成元年 維持 現状維持

2 水前寺運動公園（競技場） 昭和26年 維持 現状維持

3 新屋敷公園（テニスコート） 昭和54年 維持 現状維持

4 総合体育館・青年会館 昭和61年 維持 長寿命化

5 熊本城公園（テニスコート） 平成元年 維持 現状維持

6 北岡自然公園（弓道場） 昭和56年 維持 耐震改修

7 託麻スポーツセンター 平成14年 維持 現状維持

8 城山公園（運動場・テニスコート） 平成25年 維持 現状維持

9 城山運動施設 昭和47年 維持 現状維持

10 河内グラウンド 平成17年 維持 現状維持

11 田迎公園（運動施設） 昭和63年 維持 現状維持

12 雁回公園（野球場等） 昭和61年 維持 現状維持

13 富合屋外運動場 平成12年 維持 現状維持

14 富合雁回館 平成3年 維持 現状維持

15 飽田公園（野球場・運動場） 平成25年 維持 現状維持

16 南部総合スポーツセンター 平成2年 維持 現状維持

17 城南総合スポーツセンター 平成26年 維持 現状維持

18 城南Ｂ＆Ｇ海洋センター 昭和63年 維持 現状維持

19 塚原グラウンド 昭和61年 維持 現状維持

20 高グラウンド 平成17年 維持 現状維持

21 総合屋内プール 平成10年 維持 長寿命化

22 川尻武道館 平成7年 維持 現状維持

23 天明運動施設 昭和58年 維持 現状維持

24 龍田体育館 昭和58年 維持 現状維持

25 武蔵塚武道場 平成2年 維持 現状維持

26 今熊公園（野球場・運動場） 昭和62年 維持 現状維持

27 寺迫地区健康文化施設 平成16年 維持 現状維持

28 明徳体育館 平成3年 維持 現状維持

29 清水スポーツセンター 平成5年 改廃 廃止

30 清水新地公園（野球場） 昭和48年 維持 現状維持

31 清水新地テニスコート 昭和60年 維持 現状維持

32 田原スポーツ公園 平成22年 維持 現状維持

33 植木総合スポーツセンター 昭和60年 維持 現状維持

34 吉松スポーツ公園 平成22年 維持 現状維持

35 植木中央公園運動施設 令和元年 維持 現状維持

36 植木弓道場 平成9年 維持 現状維持

37 明徳グラウンド 昭和60年 維持 現状維持

38 北部武道館 平成21年 維持 現状維持

39 北部体育館 昭和61年 維持 現状維持

40 北部公園（野球場等） 昭和49年 維持 現状維持

図表２－１３ 施設の方向性及び整備手法 
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第３章  スポーツ施設の環境評価  

３．１  スポーツ施設の基本方針の検討（２次評価）  

（１）基本方針策定の流れ 

基本方針について、「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」則り、１次評価結果に政策優先度や

災害時の利用を考慮し、個別施設ごとに基本方針を検討しました。また、今回、国のガイドラインに加えて、施設

の稼働率や利用状況等を勘案し施設の機能別に検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針は「機能保持」「総量コントロール」「施設不足の解消」のいずれかに分類します。 

 

 

 

 

 

  

基本方針 内容 

（スポーツ施設としての） 

機能保持 

現在の施設の機能を保持する。老朽化やそれに伴う維持管理費の増加に

対応できるよう，計画的な対応方針を施設ごとに検討する。老朽化が激し

いものについては建替再整備の時期や方法について検討する。 

総量コントロール 
将来的に維持管理し続けることができない施設について，廃止や転用の時

期、方法について検討する。 

施設不足の解消 
スポーツ施設が不足している状態である場合，利用可能なスポーツ施設を増

やすことを目指す。 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 

図表３－２  基本方針の概要 

図表３－１  基本方針検討のフロー 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 
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（２）政策優先度の検討 

基本方針の検討にあたって、「政策優先度」の評価を行いました。政策優先度については、「利用状況」や「ニ

ーズ」により定量的に評価することも可能ですが、区内における同種施設の分布や、災害時の位置づけなどを

考慮し、総合的に検討を行うこととしました。 

 

 

 

（３）基本方針の検討 

施設の基本方針の設定にあたっては、前述の政策優先度の評価結果も踏まえ、以下の考え方に基づき行いま

した。 

 

【スポーツ施設ストック適正化に関するガイドラインに基づいた検討】 

①１次評価が「維持」となった施設は、基本方針を「機能保持」とする。 

②1 次評価が「改善」若しくは「改廃」となった施設は、政策優先度の評価を行う。 

③1 次評価が「改善」で、政策優先度が「高」の施設は、基本方針を「機能保持」とし、引き続きスポーツ施設とし

て使用していく施設とする。政策優先度が「低」の施設は、基本方針を「総量コントロール」とし、施設の削減、

転用等の検討を行う施設とする。 

④1 次評価が「改廃」で、政策優先度が「高」の施設については、施設の状態が悪く、改善には相当の費用がかか

る可能性があるため、基本方針を「機能保持（建替再整備）」とする。政策優先度が「低」の施設については、基

本方針を「総量コントロール」とし、施設の削減、転用等の検討を行う施設とする。 

 

【施設における機能別の方向性の検討】 

 上記ガイドラインによる評価に加え、本市特有のスポーツ施設を取り巻く環境を考慮し、以下の視点から評価

を行いました。 

①利用者数が多い施設と少ない施設を分類し、利用者数が多い施設については「拠点施設」に分類する。 

②拠点施設以外の施設の中から、代替性・希少性について評価する。 

③代替性が高く、希少性が低い施設については、施設の機能別の評価を行う。 

  

評価基準 評価 

・施設利用が多い。 

・現在の施設利用者の満足度が高い。 

・運営や施設機能の向上により、大幅に利用状況が改善される見込みがある。 

・障がい者スポーツが盛んに行われている。 

・圏域にそのスポーツの実施場所がなく、希少性が高い。 

・整備目的が明確で、目的に合致した利用が継続的に行われている。 

・地域防災計画において、災害拠点や避難施設としての指定されており、代替できる施設がない。 

高 

・施設利用が少ない。 

・現在の施設利用者の満足度が低い。 

・特定の団体が利用し、実利用者が少ない。 

・周辺の人口動態等を踏まえると、運営や施設機能の向上を図っても利用状況の改善 

の見込みがない。 

・学校開放等の既存施設の活用により、現在の利用を代替できる。 

・地域防災計画において、災害拠点や避難施設としての指定されていない。 

もしくは、指定されているが、近隣に代替できる施設がある。 

低 

図表３－３  政策優先度の評価基準 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 
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（４）防災施設としての位置づけ 

 １９の施設が災害時には避難場所として活用される予定です。 

 

 

 

 

 

  

指定緊急
避難場所

指定
避難所

広域
避難場所

1 水前寺運動公園（競技場） ○ ○ ○

2 総合体育館・青年会館 ○ ○

3 託麻スポーツセンター ○ ○

4 城山公園（運動場・テニスコート） ○

5 田迎公園（運動施設） ○ ○

6 富合雁回館 ○ ○

7 飽田公園（野球場・運動場） ○

8 南部総合スポーツセンター ○ ○

9 城南総合スポーツセンター ○ ○

10 高グラウンド ○

11 総合屋内プール ○ ○

12 天明運動施設 ○ ○

13 龍田体育館 ○ ○

14 武蔵塚武道場 ○ ○

15 清水スポーツセンター ○ ○

16 田原スポーツ公園 ○

17 植木総合スポーツセンター ○

18 吉松スポーツ公園 ○

19 植木中央公園運動施設 ○ ○

19 13 1合　計

施設名称

災害時位置づけ

図表３－４ 災害時の位置づけ 

資料：熊本市地域防災計画 
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（５） 基本方針の検討結果 

基本方針の検討結果の結果は、次の図表３－５のとおりです。 

 

管理番号 施設名称 政策優先度 基本方針 

1 水前寺運動公園（野球場） － 機能保持 

2 水前寺運動公園（競技場） － 機能保持 

3 新屋敷公園（テニスコート） － 機能保持 

4 総合体育館・青年会館 － 機能保持 

5 熊本城公園（テニスコート） － 機能保持 

6 北岡自然公園（弓道場） － 機能保持 

7 託麻スポーツセンター － 機能保持 

8 城山公園（運動場・テニスコート） － 機能保持 

9 城山運動施設 － 機能保持 

10 河内グラウンド － 機能保持 

11 田迎公園（運動施設） － 機能保持 

12 雁回公園（野球場等） － 機能保持 

13 富合屋外運動場 － 機能保持 

14 富合雁回館 － 機能保持 

15 飽田公園（野球場・運動場） － 機能保持 

16 南部総合スポーツセンター － 機能保持 

17 城南総合スポーツセンター － 機能保持 

18 城南Ｂ＆Ｇ海洋センター － 機能保持 

19 塚原グラウンド － 機能保持 

20 高グラウンド － 機能保持 

21 総合屋内プール － 機能保持 

22 川尻武道館 － 機能保持 

23 天明運動施設 － 機能保持 

24 龍田体育館 － 機能保持 

25 武蔵塚武道場 － 機能保持 

26 今熊公園（野球場・運動場） － 機能保持 

27 寺迫地区健康文化施設 － 機能保持 

28 明徳体育館 － 機能保持 

29 清水スポーツセンター １次評価において廃止 

30 清水新地公園（野球場） － 機能保持 

31 清水新地テニスコート － 機能保持 

32 田原スポーツ公園 － 機能保持 

33 植木総合スポーツセンター － 機能保持 

34 吉松スポーツ公園 － 機能保持 

35 植木中央運動施設 － 機能保持 

36 植木弓道場 － 機能保持 

37 明徳グラウンド － 機能保持 

38 北部武道館 － 機能保持 

39 北部体育館 － 機能保持 

40 北部公園（野球場等） － 機能保持 

 

  

図表３－５  基本方針の検討結果 
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３．２  施設における機能別の方向性の検討  

（１）希少性・代替性の評価 

各施設の機能別の利用状況を定量的に整理し、「希少性」や「代替性」等を踏まえた評価をします。利用者数の

多い 10 施設（拠点施設 ※）以外の 29 施設のなかで、特に施設数の少ない「武道場」「弓道場」などを希少性

の高い施設として分類します。武道場・弓道場以外の施設においても、近隣に代替できる施設がないグラウンド

やテニスコ―トについては、代替性の低い施設として分類します。 

※拠点施設・・・本市スポーツ施設のうち利用者数が多く指定管理者制度により運営を行っている総合体育館

他 9 施設 

 

 

 

対象となる２４施設の分類結果は下記の表のとおりです。富合屋外運動場・植木総合スポーツセンター・北部

公園（野球場等）については、施設内の一部の機能において稼働状況が低い結果となったため、本計画では機

能の集約を検討することとします。また、寺迫地区健康文化施設については、スポーツ施設としての活用がなさ

れていないことから廃止について検討します。 

 

 

 

定量的評価 総合的評価

拠点施設
（10施設）

上記以外施設
（29施設）

利用状況 希少性

武道場・弓道場
（５施設）

上記以外施設
（２4施設）

グラウンド・テニスコート等
（２4施設）

代替性他

【施設の基本方針に関する検討】

利用状況や学校・近隣施設での代

替性、今後の改修コストなど分析

を行い、施設の機能別に方針を決

定。
利

用

者

数

多い

少ない

体育室・体育館 武道場 グラウンド等 テニスコート

1 新屋敷公園（テニスコート） ○

2 熊本城公園（テニスコート） ○

3 城山公園（運動場・テニスコート） ○ ○

4 城山運動施設 ○

5 河内グラウンド ○

6 雁回公園（野球場等） ○

7 富合屋外運動場 ○

8 富合雁回館 ○

9 飽田公園（野球場・運動場） ○

10 塚原グラウンド ○

11 高グラウンド ○

12 天明運動施設 ○ ○

13 龍田体育館 ○

14 今熊公園（野球場・運動場） ○

15 寺迫地区健康文化施設 ○

16 明徳体育館 ○

17 清水新地公園（野球場） ○

18 清水新地テニスコート ○

19 田原スポーツ公園 ○

20 植木総合スポーツセンター ○ ○ ○

21 吉松スポーツ公園 ○

22 明徳グラウンド ○

23 北部体育館 ○

24 北部公園（野球場等） ○ ○

保有機能
施設名称

図表３－６ 「希少性」「代替性」に基づく施設の分類 

図表３－７ 機能別評価の対象施設 
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（２）集約を検討する施設 

予約データをもとにした 3 施設と近隣類似施設の稼働状況は以下の表のとおりです。 

 

 

 
 

※富合屋外運動場（グラウンド）については、雁回公園への集約化を検討する。 

 

 

 
 

※植木総合スポーツセンター及び北部公園のテニスコートについては、植木中央運動施設のテニスコートへの

集約化を検討する。 

 

 

 

（３）廃止を検討する施設 

寺迫地区健康文化施設については、用地取得後、スポーツ施設としての整備を見送っており、グラウンドとし

ての利用実績はありません。周辺にグラウンド機能を有したスポーツ施設があり、今後も活用の必要性が低い

ことから、「廃止」を検討します。 

 

 

 

 

 

 

  

稼働率 利用者 稼働率 利用者 稼働率 利用者

施設平均 １日平均 施設平均 １日平均 施設平均 １日平均

平日 5% 48人 3% 9人 ー ー

土日祝日 48% 57人 43% 110人 ー ー

平日 33% 7人 0% 0人 ー ー

土日祝日 0% 0人 0% 0人 ー ー

グラウンド

グラウンド

管理
番号

12

13

施設名

11%

雁回公園

富合屋外運動場

18%

曜日

午前（8時～13時） 午後（13時～18時） 夜間（18時～22時）

平均
稼働率

機能

稼働率 利用者 稼働率 利用者 稼働率 利用者

施設平均 １日平均 施設平均 １日平均 施設平均 １日平均

平日 ー 11人 ー 18人 ー 19人

土日祝日 ー 73人 ー 72人 ー 13人

平日 ー 4人 ー 0人 ー 2人

土日祝日 ー 6人 ー 6人 ー 3人

平日 ー 4人 ー 1人 ー ー

土日祝日 ー 5人 ー 5人 ー ー

19%

植木総合スポーツセンター

北部公園

植木中央公園運動施設

施設名

5%

平均
稼働率

26%

曜日

午前（8時～13時） 午後（13時～18時） 夜間（18時～22時）

管理
番号

35

33

40

機能

テニスコート

テニスコート

テニスコート

図表３－８ 集約を検討する施設の稼働状況 



19 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

第４章  個別施設の方向性の検討  

４．１  スポーツ施設の基本方針に関する検討  

スポーツ施設の基本方針に基づき、個別に適用可能な手法及び今後の具体的な実施内容を検討しました。 

適用可能な手法の検討には、１次評価と政策優先度を２軸とするマトリクスを踏まえ、施設単位ごとに手法を

検討しました。 

また、「利用圏域」や「施設分布」等に基づいて、スポーツ施設の特徴や偏りといった地域性を加味した上で、

「総量コントロール」や「施設不足の解消」における適用可能な手法を検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、国のガイドラインに加えて施設の稼働状況等を踏まえ、維持と評価された一部施設についても総

量コントロール（集約化）について検討を行いました。 

 

 

 

 

  

図表４－１  適用手法の検討フロー 

資料：スポーツ庁「スポーツ施設ストック適正化に関するガイドライン」 
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４．２  施設の整備方針  

（１）スポーツ施設の機能保持 

「機能保持」における適用手法の考え方は、個別施設の方向性（１次評価）の結果に基づき、「長寿命化」「機能

改修」「耐震改修」「維持管理の効率化」に区分しました。 

 

 

 

手法 内容 解説 

長寿命化 

（計画的保全） 

建物の耐用年数を定め、その

期間適切な施設の保全が行わ

れるよう計画的な対応を行

う。 

・保全計画の策定等により保全に関する業務の効

率化を図る。 

・事故等の施設に起因するリスクを回避する（予

防保全）。 

・保全コストの平準化により、計画的・効率的な保

全を実現し、ライフサイクルコスト（LCC）の削減

を図る。 

機能改修 
経 年 劣 化 や社 会 的 劣 化 に

対応した改修を行う。 

・施設の構造体、仕上げ、設備等の経年劣化に対

応した改修を行う。 

・設備システムや附帯設備（トイレ、シャワー、更衣

室等）等の陳腐化、利用者ニーズの変化への対

応等、社会的劣化へ対応するための改修を行

う。 

・改修に当たっては施設の運営者のニーズを十分

に把握し、利用者数や利用料金等による収入の

増加を想定した適切な投資を行う。 

耐震改修 
建物の耐震性を確保するため

に改修を行う。 

・現行の耐震基準に対する耐震性能を満たしてい

ない施設について、耐震改修を行う。 

維持管理の効率化 
効率的な運営方法や管理方法

を取り入れる。 

・指定管理者や包括管理委託等により、民間のノ

ウハウによる効率的な管理運営を図る。 

・予約システムや窓口業務、施設管理のDX化によ

り光熱水費等の削減を図る。 

 
 

  

図表４－２  「機能保持」の適用手法 
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（２）スポーツ施設の総量コントロール 

「総量コントロール」における適用手法の考え方は、個別施設の方向性（１次評価）が「改善」となった施設につ

いて、「利用圏域」や「施設分布」等に基づく地域性を勘案し、集約化・用途転用の可能性がない場合は、改修費

をかけずに「廃止」としました。 

 

 

 

手法 内容 解説 

集約化 
既存の同種の施設を統合す

る。 

・同種の施設があり、利用状況や立地を踏まえて、

一つに集約した場合でも、利用者ニーズを満た

すことができる等、集約化の可能性がある場合

には積極的に集約化を図る。 

・将来の維持管理の財源確保が難しい場合には、

同種の施設の集約化を図りつつ、集約化した施

設の運営改善や機能更新により、スポーツ環境

の質の低下を最小限にするよう配慮する。 

用途転用 
施設を改修し、他の施設とし

て利用する。 

・スポーツ施設として維持していく優先度が著しく

低く、改修しても利用の見込みが低い場合等で、

周辺でスポーツ以外の機能が強く要請されてい

る場合には、用途転用を検討する。 

・転用用途の所管部局や財政部局等と調整する。 

廃止 施設を解体・撤去する。 

・スポーツ施設として維持していく優先度が著しく

低く、改修しても利用の見込みが低い場合等で、

用途転用の必要性もない場合には、廃止を検討

する。 

 

  

図表４－３ 「総量コントロール」の適用手法 
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４．３  個別施設ごとの適用手法（2 次評価の結果）  

（１）拠点施設 10 施設の基本方針と整備手法については図表４－４のとおりです。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

1 水前寺運動公園（野球場） 機能保持 機能改修

2 水前寺運動公園（競技場） 機能保持 機能改修

3 総合体育館・青年会館 機能保持 長寿命化 災害時における避難拠点施設

4 託麻スポーツセンター 機能保持 機能改修

5 田迎公園（運動施設） 機能保持 機能改修

6 南部総合スポーツセンター 機能保持 機能改修

7 城南総合スポーツセンター 機能保持 機能改修

8 城南Ｂ＆Ｇ海洋センター 機能保持 機能改修

9 総合屋内プール 機能保持 長寿命化 災害時における物資集積センターとなる施設

10 植木中央公園運動施設 機能保持 機能改修

施設名 基本方針 整備手法 備考

定量的評価 総合的評価

拠点施設
（10施設）

上記以外施設
（29施設）

利用状況 希少性

武道場・弓道場
（５施設）

上記以外施設
（２4施設）

グラウンド・テニスコート等
（２4施設）

代替性他

【施設の基本方針に関する検討】

利用状況や学校・近隣施設での代

替性、今後の改修コストなど分析

を行い、施設の機能別に方針を決

定。
利

用

者

数

多い

少ない

図表４－５ 「希少性」「代替性」に基づく施設の分類（再掲） 

図表４－４ 拠点施設の基本方針及び整備手法 
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（２）拠点施設以外の 30 施設については、施設の機能別（テニスコート、グラウンドなど）稼働率、利用者数など

も勘案し、機能別の方針について評価を行いました。 

 

 

 
※1 清水スポーツセンターについては、１次評価にて判定 

※2 市民の利便性向上や職員の業務効率化のため、令和７年度から新予約システムを運用開始。 

  

1 新屋敷公園 テニスコート 機能保持 機能改修

2 熊本城公園 テニスコート 機能保持 機能改修

3 北岡自然公園 弓道場 機能保持 機能改修

グラウンド 機能保持 機能改修

テニスコート 機能保持 機能改修

5 城山運動施設 テニスコート 機能保持 維持管理の効率化 予約システム(※2)の更新に併せて実施

6 河内グラウンド グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

7 雁回公園 グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

8 富合屋外運動場 グラウンド 総量コントロール 集約化 富合小学校改修と併せて検討

9 富合雁回館 体育館 機能保持 機能改修

10 飽田公園 グラウンド 機能保持 機能改修

11 塚原グラウンド グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

12 高グラウンド グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 実施済み

13 川尻武道場 武道場 機能保持 機能改修

グラウンド 機能保持 機能改修

体育館 機能保持 機能改修

15 龍田体育館 体育館 機能保持 機能改修

16 武蔵塚武道場 武道場 機能保持 機能改修

17 今熊公園 グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

18 寺迫地区健康文化施設 グラウンド 総量コントロール 廃止

19 明徳体育館 体育館 機能保持 機能改修

20 清水スポーツセンター(※1) 体育館 改廃 廃止 大規模改修が必要となる時期に廃止を検討

21 清水新地公園 グラウンド 機能保持 機能改修

22 清水新地テニスコート テニスコート 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

23 田原スポーツ公園 グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

グラウンド 機能保持 機能改修

武道場 機能保持 機能改修

テニスコート 総量コントロール 集約化 予約システムの更新に併せて検討

25 吉松スポーツ公園 グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

26 植木弓道場 弓道場 機能保持 機能改修

27 明徳グラウンド グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

28 北部武道場 武道場 機能保持 機能改修

29 北部体育館 体育館 機能保持 機能改修

グラウンド 機能保持 維持管理の効率化 予約システムの更新に併せて実施

テニスコート 総量コントロール 集約化 予約システムの更新に併せて検討

14 天明運動施設

4 城山公園

30 北部公園

24 植木総合スポーツセンター

備考施設名 機能 基本方針 整備手法

図表４－６ 拠点施設以外の 30 施設の基本方針及び整備手法 
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第５章  計画の推進に向けて 

５．１  計画の推進に向けた取組  

こどもから高齢者、障がいがある方など、全ての市民がそれぞれの生活環境に合わせて、心身ともに健康で、

生き生きとスポーツに親しみ・楽しむことができる環境を生涯にわたり提供するためには、施設や設備の改修

や適切な維持管理に取り組んでいくことが必要です。一方で、施設の現状や社会情勢の変化等を踏まえ、今後

もスポーツ施設のストックの適正化に取り組んでいくことも重要です。 

スポーツ施設について、引き続き、適正な管理を行うことにより、安心・安全なスポーツ環境を確保するとと

もに、地域の人口動態や利用ニーズの変化を踏まえ、資産総量の適正化や施設運営に要する総コストの削減な

ど、今後もスポーツ施設全体のあり方について不断に必要な見直しを進めていきます。 

 

利用者の利便性向上 

スポーツ施設の予約システムを抜本的に見直し、スマートフォンやタブレットへの対応はもちろん、キャッシュ

レス決済や分かりやすい予約の仕組みづくりなど利用者の利便性向上に取り組みます。 

近隣市町や民間との連携 

熊本市連携中枢都市圏など、近隣市町との相互利用や民間が保有するスポーツ施設の活用について検討を

行います。 

効率的な管理手法の検討 

利用状況に応じて、近隣施設をグループ化しセントラル化した管理体制へ移行するなど運営コストの見

直しを図ります。 

 

 

５．２  実施方法  

 本計画について、利用状況や利用者ニーズの把握等から施設運営の評価•検証を行ってまいります。また、評

価•検証結果をふまえ、必要に応じて計画の改善•見直しを行うなど、PDCA サイクルによる適切な進行管理に

努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表５－１ 計画の進行管理 

•利用状況の評価

•維持管理コスト評価

•利用者ニーズの把握

•熊本市スポーツ施設
ストック適正化計画

•必要に応じた計画の見直し

•課題に対する改善策の検討

ACTION

改善

PLAN

計画

DO

実施

CHECK

検証

評価
・機能改修等の実施 

・定期的な点検 
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５．３  計画の見直しについて  

今回の計画については、令和９年度（2027 年度）に「熊本市公共施設等総合管理計画」を踏まえ、中間見直

しを行います。 

各施設の利用者数や稼働率などの利用状況や維持管理コストの評価に加え、周辺施設の状況や人口動態等

を踏まえ、各施設の基本方針及び整備手法等について必要な見直しを行います。 

なお、見直しにあたっては「熊本市立地適正化計画」など関連する計画とも十分整合を図ってまいります。 

 

 

 

施設分野別方針 

【総括的事項】 

・スポーツ施設については、施設の保有量や、県市の役割分担、多額の更新費用及び維持管理費用などの

課題があることから、今後、スポーツ施設全体のあり方の検討を行います。 

 

・利用状況やコスト状況等の調査・分析を行い、スポーツ施設のストック適正化計画（仮称）を策定し、計画

的な施設の再編や施設総量の適正化に取り組みます。 

 

・スポーツ施設は、躯体に加え、多数の設備も有していることから、スポーツ施設全体のあり方を検討したう

えで、個別長寿命化計画に沿って計画的な保全に取り組みます。 

 

・多数の施設を保有しており、順次、改修や更新時期が到来するため、必要となる多額の費用の平準化、抑

制に努めます。 

・多額の一般財源を投入している状況に鑑み、受益者負担についても随時見直しを行います。 

 

 

 

 

  

資産総量の適正化 
方針 

施設の長寿命化の推進 
方針 

施設運営に要する総コストの削減 
方針 

図表５－２ 熊本市公共施設等総合管理計画（2022.3月改定） 施設分野別方針（スポーツ施設抜粋） 
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個別施設評価シート 
      

■施設名称・建築年度・延床面積 

   令和２年度時点（熊本市施設白書より） 

 

■施設稼働率 

令和 5 年（2023 年）4、5 月の利用実績により算出。 

※体育館や個人利用が可能な武道場・弓道場等については利用時間帯（午前・午後・ 

夜間）に１件以上利用があった場合、100％として算出。 

 

■近隣の運動施設 

当該施設からの直線距離で算出。 
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

中央区水前寺5丁目23番2号 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

指定管理（使用料） 建築年度 平成元年（1989年）

基　　本　　情　　報

管理番号 1 施設名称 水前寺運動公園（野球場）

2538.66 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

水前寺運動公園（野球場）
37.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

野球場

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・拠点施設　　・競技場と併設している。

・立地も良く、土日祝日には、様々な大会が開催されている。

・大規模な大会等を開催する際には駐車場が不足する。

○今後の方針

近隣の運動施設

藤崎台野球場（県営） 4.2 ㎞

熊本県民総合運動公園（県営） 7.5 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

・指定緊急避難場所、指定避難所、広域避難場所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・拠点施設

・平日は個人利用で多く、土日祝日には、様々な大会が開催されている。

・本市のスポーツ施設の中でも特に老朽化が進んでいる。

○今後の方針

近隣の運動施設

熊本県民総合運動公園（県営） 7.3 ㎞

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

水前寺運動公園（競技場）
100.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

競技場

機能改修

3970.25 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所、広域避難場所

中央区水前寺5丁目23番2号 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

指定管理（使用料） 建築年度 昭和26年（1951年）

基　　本　　情　　報

管理番号 2 施設名称 水前寺運動公園（競技場）
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

中央区新屋敷1丁目8番25号 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和54年（1979年）

基　　本　　情　　報

管理番号 3 施設名称 新屋敷公園（テニスコート）

72.27 ㎡ 構造 CB造

防災計画上の位置づけ ー

テニスコート
37.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

テニス

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・クレーコート。

・軒下の鉄筋が露出して錆が発生している。

・特に午後から夜間にかけて利用が多い。

○今後の方針

近隣の運動施設

熊本城公園（テニスコート） 2.0 ㎞

坪井川緑地公園 2.1 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名 2 面

競技種目名 2 面 競技種目名 6 面

競技種目名 3 面 競技種目名 1 面

競技種目名 3 面 競技種目名 1 面

競技種目名 10 面 競技種目名 1 面

競技種目名 10 面 競技種目名 1 面

競技種目名 2 面 競技種目名 1 面

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面で特に重要な役割を担う。

・長寿命化計画に基づき、今後も計画的に維持管理を行い、継続して利用する。

6.8 ㎞

○現状と課題

・拠点施設

・体育室、プール、弓道場など複数の機能を持つスポーツ施設。市の中心部に位置し利便性も良く稼働率も高い。

・配管等の設備面に劣化が見られることから計画的な大規模改修が必要。

○今後の方針

近隣の運動施設

熊本武道館（県営） 0.9 ㎞

田迎公園（運動施設） 3.0 ㎞

北岡自然公園（弓道場） 4.3 ㎞

県立総合体育館（県営） 4.6 ㎞

託麻スポーツセンター

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

ミニバレーボール 弓道（近的7人立ち）

バスケットボール プール（6コース）

総合体育館・青年会館
97.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

ハンドボール バレーボール

バスケットボール バドミントン

長寿命化

バレーボール 卓球（練習用10台）

テニス 柔道（98畳）

バドミントン 剣道

16079.88 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

中央区出水2丁目7番1号 屋内外の別 屋内

指定管理（使用料） 建築年度 昭和61年（1986年）

基　　本　　情　　報

管理番号 4 施設名称 総合体育館・青年会館
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

中央区古京町3番2号 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成元年（1989年）

基　　本　　情　　報

管理番号 5 施設名称 熊本城公園（テニスコート）

126.00 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

テニスコート
33.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

テニス

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・熊本城域内にあるクレーコート

・夜間照明が設置されておらず、日中のみ利用できる施設。

○今後の方針

近隣の運動施設

新屋敷公園（テニスコート） 2.0 ㎞

坪井緑地公園 2.2 ㎞

城山公園（運動場・テニスコート） 5.8 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・旧耐震基準で設計されており、今後、耐震診断が必要。

○今後の方針

近隣の運動施設

総合体育館・青年会館 4.3 ㎞

植木弓道場 11.8 ㎞

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

弓道場
100.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

弓道（9人立ち）

機能改修

600.14 ㎡ 構造 S造

防災計画上の位置づけ ー

中央区横手2丁目5番1号 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

直　営 建築年度 昭和56年（1981年）

基　　本　　情　　報

管理番号 6 施設名称 北岡自然公園（弓道場）
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

東区上南部3丁目22番30号 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

指定管理（使用料） 建築年度 平成14年（2002年）

基　　本　　情　　報

管理番号 7 施設名称 託麻スポーツセンター

1508.90 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

バレーボール

卓球（8台）

バドミントン

ミニバレーボール

託麻スポーツセンター
78.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

テニス

バスケットボール

機能改修

基本方針

整備手法

総合体育館・青年会館 6.8 ㎞

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・拠点施設

・体育館に加えテニスコート・多目的広場を有し、グラウンドゴルフ等でも利用されている。

○今後の方針

近隣の運動施設

龍田体育館 1.2 ㎞

熊本県民総合運動公園（県営） 2.6 ㎞

清水スポーツセンター 4.3 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 6 面 競技種目名 1 面

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

・指定緊急避難場所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・テニスやソフトボールなど、さまざまな種目に対応した屋外スポーツ施設。

・人工芝テニスコートを有する。

○今後の方針

近隣の運動施設

城山運動施設 1.1 ㎞

熊本城公園（テニスコート） 5.8 ㎞

基本方針

整備手法

テニスコート
33.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法 機能改修

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンド
48.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

テニス グラウンドゴルフ

フットサル

機能改修

軟式野球（中学生以上）

サッカー

学童軟式野球

277.10 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所

西区城山半田4丁目16番1号 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成25年（2013年）

基　　本　　情　　報

管理番号 8 施設名称 城山公園（運動場・テニスコート）
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

西区上代9丁目6番36号 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和47年（1972年）

基　　本　　情　　報

管理番号 9 施設名称 城山運動施設

7.86 ㎡ 構造 S造

防災計画上の位置づけ ー

テニスコート
22.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

テニス

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・稼働率は低いが、近隣中学校の部活動での利用が多い。

○今後の方針

近隣の運動施設

城山公園（運動場・テニスコート） 1.1 ㎞

河内グラウンド 7.1 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

西区河内町野出976番地 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成17年（2005年）

基　　本　　情　　報

管理番号 10 施設名称 河内グラウンド

80.91 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ ー

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
15.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日の利用は少ないが、土日祝日は一定の利用が行われている。

・近隣に代替となるスポーツ施設がない。

○今後の方針

近隣の運動施設

今熊公園（野球場・運動場） 6.8 ㎞

城山運動施設 7.1 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名 1 面

競技種目名 2 面 競技種目名 2 面

競技種目名 6 面 競技種目名 1 面

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 4 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区良町4丁目8番1号 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

指定管理（使用料） 建築年度 昭和63年（1988年）

基　　本　　情　　報

管理番号 11 施設名称 田迎公園（運動施設）

3900.81 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

バドミントン プール（6コース）

ミニバレーボール

卓球（6台）

ゲートボール

テニス

田迎公園（運動施設）
98.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

バレーボール 軟式野球

バスケットボール ソフトボール

機能改修

基本方針

整備手法

城南総合スポーツセンター 6.1 ㎞

富合雁回館

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

6.8 ㎞

○現状と課題

・拠点施設

・体育室、プール、武道場、テニスコートなど複数の機能を持つスポーツ施設。

○今後の方針

近隣の運動施設

総合体育館・青年会館 3.0 ㎞

南部総合スポーツセンター 5.1 ㎞

城南Ｂ＆Ｇ海洋センター 5.9 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 4 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区富合町木原2748番地 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和61年（1986年）

基　　本　　情　　報

管理番号 12 施設名称 雁回公園（野球場等）

138.08 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ ー

サッカー

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
18.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

硬式野球（中学生以上）

軟式野球（中学生以上）

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・夜間照明が設置されておらず、日中のみ利用できる施設。

・平日の利用は少ないが、土日祝日には様々な大会が開催されている。

○今後の方針

近隣の運動施設

富合屋外運動場 1.2 ㎞

高グラウンド 3.1 ㎞

塚原グラウンド 5.0 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区富合町平原67番地1 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成12年（2000年）

基　　本　　情　　報

管理番号 13 施設名称 富合屋外運動場

50.00 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ ー

グラウンド
11.0 ％ 基本方針 総量コントロール

△ 整備手法

競技

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

集約化

基本方針

整備手法

塚原グラウンド 6.1 ㎞

基本方針

整備手法

・富合小学校の改修工事後に雁回公園等への集約を検討する。

○現状と課題

・利用者が少ない状況。

・富合小学校が改修工事中であるため、一時的に富合総合型スポーツクラブが利用している。

○今後の方針

近隣の運動施設

雁回公園（野球場等） 1.2 ㎞

高グラウンド 3.4 ㎞

城南総合スポーツセンター 5.9 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区富合町清藤405番地1 屋内外の別 屋内

直　営 建築年度 平成3年（1991年）

基　　本　　情　　報

管理番号 14 施設名称 富合雁回館

2945.69 ㎡ 構造 SRC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

バドミントン

ミニバレーボール

卓球（6台）

その他

体育館
64.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

バスケットボール

バレーボール

機能改修

基本方針

整備手法

田迎公園（運動施設） 6.8 ㎞

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日、土日祝日に関らず一定の利用が行われている。

○今後の方針

近隣の運動施設

天明運動施設 4.4 ㎞

南部総合スポーツセンター 4.5 ㎞

城南総合スポーツセンター 6.7 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区浜口町126番地 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成25年（2013年）

基　　本　　情　　報

管理番号 15 施設名称 飽田公園（野球場・運動場）

61.05 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
67.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・土日祝日には、様々な大会が開催されている。

○今後の方針

近隣の運動施設

南部総合スポーツセンター 2.1 ㎞

天明運動施設 3.1 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 4 面 競技種目名 2 面

競技種目名 1 面 競技種目名 2 面

競技種目名 1 面 競技種目名 1 面

競技種目名 4 面 競技種目名 2 面

競技種目名 1 面 競技種目名 6 面

競技種目名 1 面 競技種目名 6 面

競技種目名 1 面 競技種目名 1 面

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区白藤5丁目2番1号 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

指定管理（使用料） 建築年度 平成2年（1990年）

基　　本　　情　　報

管理番号 16 施設名称 南部総合スポーツセンター

4616.32 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

アーチェリー（通常6人立ち） 卓球（10台）

ゲートボール バスケットボール

剣道 バドミントン

柔道 ミニバレーボール

軟式野球 プール（6コース）

南部総合スポーツセンター
97.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

テニス ソフトボール

弓道（近的10人立ち） バレーボール

機能改修

基本方針

整備手法

田迎公園（運動施設） 5.1 ㎞

城南Ｂ＆Ｇ海洋センター

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

8.6 ㎞

○現状と課題

・拠点施設

・体育館、プール、武道場、弓道場、テニスコートなど複数の機能を持つスポーツ施設。

○今後の方針

近隣の運動施設

飽田公園（野球場・運動場） 2.1 ㎞

天明運動施設 4.3 ㎞

富合雁回館 4.5 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 8 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区城南町舞原144番地1 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

指定管理（使用料） 建築年度 平成26年（2014年）

基　　本　　情　　報

管理番号 17 施設名称 城南総合スポーツセンター

5174.23 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

ソフトボール

バスケットボール

バレーボール

バドミントン

弓道（近的6人立ち）

城南総合スポーツセンター
93.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

テニス

軟式野球

機能改修

基本方針

整備手法

田迎公園（運動施設） 6.1 ㎞

富合雁回館

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

6.7 ㎞

○現状と課題

・拠点施設

・体育館、弓道場、テニスコート、グラウンドなど複数の機能を持つスポーツ施設。

○今後の方針

近隣の運動施設

塚原グラウンド 2.4 ㎞

高グラウンド 3.9 ㎞

富合屋外運動場 5.9 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区城南町舞原134番地1 屋内外の別 屋内

指定管理（使用料） 建築年度 昭和63年（1988年）

基　　本　　情　　報

管理番号 18 施設名称 城南Ｂ＆Ｇ海洋センター

2549.28 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

幼児用プール

城南Ｂ＆Ｇ海洋センター
36.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

小体育室

プール（6コース）

機能改修

基本方針

整備手法

総合屋内プール 9.6 ㎞

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・拠点施設

・熊本地震の影響により、令和３年度に体育館を解体。

・令和３年度にプール及び施設の一部改修工事を実施。

○今後の方針

近隣の運動施設

田迎公園（運動施設） 5.9 ㎞

富合雁回館 6.7 ㎞

南部総合スポーツセンター 8.6 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区城南町塚原81番地3 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和61年（1986年）

基　　本　　情　　報

管理番号 19 施設名称 塚原グラウンド

66.46 ㎡ 構造 CB造

防災計画上の位置づけ ー

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
21.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

富合屋外運動場 6.1 ㎞

基本方針

整備手法

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日の利用は少ないが、土日祝日は一定の利用が行われている。

・駐車場数が少なく、大規模な大会開催が困難。

○今後の方針

近隣の運動施設

城南総合スポーツセンター 2.4 ㎞

雁回公園（野球場等） 5.0 ㎞

高グラウンド 5.3 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区城南町高476番地1 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成17年（2005年）

基　　本　　情　　報

管理番号 20 施設名称 高グラウンド

75.25 ㎡ 構造 S造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所

高グラウンド
ー 基本方針 機能保持

ー 整備手法

競技

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

塚原グラウンド 5.3 ㎞

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所にもなっており、防災面での役割を担う。

○現状と課題

・無料運動施設であり、管理人も配置していない。

○今後の方針

近隣の運動施設

雁回公園（野球場等） 3.1 ㎞

富合屋外運動場 3.4 ㎞

城南総合スポーツセンター 3.9 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名 9 面

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 4 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区荒尾2丁目1番1号 屋内外の別 屋内

指定管理（使用料） 建築年度 平成10年（1998年）

基　　本　　情　　報

管理番号 21 施設名称 総合屋内プール

26486.50 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

サブプール（7コース）

メインリンク(冬季）　

サブリンク（冬季）

バスケットボール

バレーボール

総合屋内プール
93.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

メインプール（10コース） バドミントン

飛込みプール

長寿命化

基本方針

整備手法

城南Ｂ＆Ｇ海洋センター 9.6 ㎞

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所に加え、災害時には物資集積センターとなるなど、防災面で特に重要な役割

を担う。

・長寿命化計画に基づき、今後も計画的に維持管理を行い、継続して利用する。

○現状と課題

・拠点施設

・熊本県内で唯一屋内公認５０mプール・スケートリンクを有する施設。

○今後の方針

近隣の運動施設

南部総合スポーツセンター 1.1 ㎞

田迎公園（運動施設） 5.7 ㎞

総合体育館・青年会館 6.9 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区元三町4丁目1番16号 屋内外の別 屋内

直　営 建築年度 平成7年（1995年）

基　　本　　情　　報

管理番号 22 施設名称 川尻武道館

997.58 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

武道場
68.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

剣道ほか

柔道ほか

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

○今後の方針

近隣の運動施設

南部総合スポーツセンター 2.5 ㎞

熊本武道館（県営） 7.3 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名 1 面

競技種目名 2 面 競技種目名 2 面

競技種目名 6 面 競技種目名 2 面

競技種目名 6 面 競技種目名 2 面

競技種目名 6 面 競技種目名 2 面

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

南区奥古閑町1877番地 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

直　営 建築年度 昭和58年（1983年）

基　　本　　情　　報

管理番号 23 施設名称 天明運動施設

1834.11 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

バドミントン ソフトボール

ミニバレーボール キッズサッカー

その他 グラウンドゴルフ

卓球（9台）

軟式野球（中学生以上）

グラウンド
35.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

バスケットボール サッカー

バレーボール 学童軟式野球

機能改修

体育館
71.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法 機能改修

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・体育館、グラウンドの機能を持つスポーツ施設。

○今後の方針

近隣の運動施設

飽田公園（野球場・運動場） 3.1 ㎞

南部総合スポーツセンター 4.3 ㎞

富合雁回館 4.4 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区龍田弓削1丁目1番10号 屋内外の別 屋内

直　営 建築年度 昭和58年（1983年）

基　　本　　情　　報

管理番号 24 施設名称 龍田体育館

1321.30 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

バドミントン

ミニバレーボール

その他

卓球（8台）

体育館
97.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

バスケットボール

バレーボール

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日、土日祝日に関らず利用者が多い。

○今後の方針

近隣の運動施設

託麻スポーツセンター 1.2 ㎞

清水スポーツセンター 3.7 ㎞

北部体育館 6.4 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区龍田弓削1丁目1番10号 屋内外の別 屋内

直　営 建築年度 平成2年（1990年）

基　　本　　情　　報

管理番号 25 施設名称 武蔵塚武道場

754.62 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

武道場
84.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

剣道ほか

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

○今後の方針

近隣の運動施設

熊本武道館（県営） 6.2 ㎞

北部武道館 6.4 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区立福寺町91番地2 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和62年（1987年）

基　　本　　情　　報

管理番号 26 施設名称 今熊公園（野球場・運動場）

67.39 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
14.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

河内グラウンド 6.8 ㎞

基本方針

整備手法

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日の利用は少ないが、土日祝日は一定の利用が行われている。

○今後の方針

近隣の運動施設

北部公園（野球場等） 1.8 ㎞

明徳グラウンド 2.8 ㎞

清水新地公園（野球場） 6.0 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区立福寺町577 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成16年（2004年）

基　　本　　情　　報

管理番号 27 施設名称 寺迫地区健康文化施設

7.86 ㎡ 構造 S造

防災計画上の位置づけ ー

寺迫地区健康文化施設
0.0 ％ 基本方針 総量コントロール

× 整備手法

競技

廃止

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・周辺にグラウンド機能を有したスポーツ施設があり、今後も活用の必要性が低いことから、「廃止」を検討

する。

○現状と課題

・用地取得後、スポーツ施設としての整備を見送っており、グラウンド利用実績なし。

○今後の方針

近隣の運動施設

北部公園（野球場等） 2.9 ㎞

明徳グラウンド 4.8 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区明徳町978番地 屋内外の別 屋内

直　営 建築年度 平成3年（1991年）

基　　本　　情　　報

管理番号 28 施設名称 明徳体育館

842.19 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

ミニバレーボール

その他

卓球（6台）

体育館
67.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

バレーボール

バドミントン

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日、土日祝日に関らず利用者が多い。

○今後の方針

近隣の運動施設

北部体育館 1.8 ㎞

植木中央公園運動施設 2.0 ㎞

清水スポーツセンター 6.6 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区清水万石2丁目3番73号 屋内外の別 屋内 ・屋外

直　営 建築年度 平成5年（1993年）

基　　本　　情　　報

管理番号 29 施設名称 清水スポーツセンター

865.43 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

ミニバレーボール

その他

卓球（3台）

体育館
88.0 ％ 基本方針 改廃

○ 整備手法

競技

バレーボール

バドミントン

廃止

基本方針

整備手法

明徳体育館 6.6 ㎞

基本方針

整備手法

・大規模改修が必要な時点において現地建替を行わず「廃止」を検討する。

・可能な限り施設を活用しつつ、具体的なスケジュール等について検討する。

○現状と課題

・平日、土日祝日に関らず利用者が多い。

・建築物の一部が土砂災害防止法の土砂災害特別警戒区域内（レッドゾーン）になっている。また、建築物の

大半が土砂災害警戒区域（イエローゾーン）に立地している。

○今後の方針

近隣の運動施設

龍田体育館 3.7 ㎞

託麻スポーツセンター 4.3 ㎞

北部体育館 5.0 ㎞



57 

 

 

１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区清水新地7丁目5番1号 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和48年（1973年）

基　　本　　情　　報

管理番号 30 施設名称 清水新地公園（野球場）

116.88 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ ー

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
29.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

○今後の方針

近隣の運動施設

北部公園（野球場等） 4.2 ㎞

明徳グラウンド 5.3 ㎞

今熊公園（野球場・運動場） 6.0 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 4 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区清水新地7丁目9番2号 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和60年（1985年）

基　　本　　情　　報

管理番号 31 施設名称 清水新地テニスコート

9.93 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ ー

テニスコート
18.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

テニス

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・夜間照明が設置されておらず、日中のみ利用できる施設。

・平日の利用は少ないが、土日祝日は一定の利用が行われている。

○今後の方針

近隣の運動施設

北部公園（野球場等） 4.5 ㎞

植木中央公園運動施設 7.1 ㎞

植木総合スポーツセンター 9.3 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区植木町富応1595番地 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成22年（2010年）

基　　本　　情　　報

管理番号 32 施設名称 田原スポーツ公園

50.90 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
29.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所にもなっており、防災面での役割を担う。

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日の利用は少ないが、土日祝日は一定の利用が行われている。

○今後の方針

近隣の運動施設

植木総合スポーツセンター 2.5 ㎞

植木中央公園運動施設 3.6 ㎞

吉松スポーツ公園 4.8 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

基　　本　　情　　報

管理番号 33 施設名称 植木総合スポーツセンター

北区植木町山本788番地1 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和60年（1985年）

2384.63 ㎡ 構造 SRC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所

サッカー

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
28.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

テニス

軟式野球（中学生以上）

機能改修

武道場
41.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法 機能改修

清水新地テニスコート 9.3 ㎞

テニスコート
5.0 ％ 基本方針 総量コントロール

× 整備手法 集約化

・指定緊急避難場所にもなっており、防災面での役割を担う。

・グラウンド・武道場については、設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

・テニスコートについては、近隣の植木中央公園運動施設への「集約化」を検討する。

○現状と課題

・熊本地震の影響により、令和５年度に体育館を解体。

・テニスコートは、平日、土日祝日ともに利用が少ない。

○今後の方針

近隣の運動施設

植木中央公園運動施設 2.3 ㎞

田原スポーツ公園 2.5 ㎞

吉松スポーツ公園 3.4 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区植木町亀甲452番地 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 平成22年（2010年）

基　　本　　情　　報

管理番号 34 施設名称 吉松スポーツ公園

111.65 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

軟式野球（中学生まで）

グラウンド
27.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所にもなっており、防災面での役割を担う。

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日の利用は少ないが、土日祝日は一定の利用が行われている。

○今後の方針

近隣の運動施設

植木総合スポーツセンター 3.4 ㎞

植木中央公園運動施設 3.5 ㎞

田原スポーツ公園 4.8 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 3 面 競技種目名

競技種目名 8 面 競技種目名

競技種目名 12 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区植木町岩野285番地35 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

指定管理（使用料） 建築年度 令和元年（2019年）

基　　本　　情　　報

管理番号 35 施設名称 植木中央公園運動施設

4622.73 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ 指定緊急避難場所、指定避難所

バドミントン

テニス

サッカー

少年野球

その他

植木中央公園運動施設
88.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

バスケットボール

バレーボール

機能改修

基本方針

整備手法

田原スポーツ公園 3.6 ㎞

清水新地テニスコート

基本方針

整備手法

・指定緊急避難場所、指定避難所にもなっており、防災面での役割を担う。

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

7.1 ㎞

○現状と課題

・拠点施設

・体育館、テニスコート、グラウンドなど複数の機能を持つ、本市で最も新しいスポーツ施設。

○今後の方針

近隣の運動施設

明徳体育館 2.0 ㎞

植木総合スポーツセンター 2.3 ㎞

吉松スポーツ公園 3.5 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区植木町岩野238番地1 屋内外の別 屋内 ・ 屋外

直　営 建築年度 平成9年（1997年）

基　　本　　情　　報

管理番号 36 施設名称 植木弓道場

870.04 ㎡ 構造 S造

防災計画上の位置づけ ー

弓道場
99.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

弓道（10人立ち）

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

○今後の方針

近隣の運動施設

北岡自然公園（弓道場） 11.8 ㎞

総合体育館・青年会館 13.7 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区小糸山町341番地 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和60年（1985年）

基　　本　　情　　報

管理番号 37 施設名称 明徳グラウンド

50.40 ㎡ 構造 W造

防災計画上の位置づけ ー

学童軟式野球

ソフトボール

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
28.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

軟式野球（中学生以上）

サッカー

維持管理の効率化

基本方針

整備手法

清水新地公園（野球場） 5.3 ㎞

基本方針

整備手法

・効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日、土日祝日に関らず一定の利用が行われている。

○今後の方針

近隣の運動施設

植木中央公園運動施設 2.1 ㎞

北部公園（野球場等） 2.2 ㎞

今熊公園（野球場・運動場） 2.8 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区鹿子木町53番地1 屋内外の別 屋内

直　営 建築年度 平成21年（2009年）

基　　本　　情　　報

管理番号 38 施設名称 北部武道館

611.10 ㎡ 構造 S造

防災計画上の位置づけ ー

武道場
61.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

剣道ほか

柔道ほか

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

○今後の方針

近隣の運動施設

武蔵塚武道場 6.4 ㎞

熊本武道館（県営） 9.1 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 2 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 6 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

北区鹿子木町53番地 屋内外の別 屋内

直　営 建築年度 昭和61年（1986年）

基　　本　　情　　報

管理番号 39 施設名称 北部体育館

1423.71 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

バドミントン

ミニバレーボール

その他

卓球（7台）

体育館
91.0 ％ 基本方針 機能保持

○ 整備手法

競技

バスケットボール

バレーボール

機能改修

基本方針

整備手法

基本方針

整備手法

・設備の経年劣化に対応した改修を行ったうえで、今後も継続使用していく。

○現状と課題

・平日、土日祝日に関らず利用者が多い。

○今後の方針

近隣の運動施設

明徳体育館 1.8 ㎞

清水スポーツセンター 5.0 ㎞

龍田体育館 6.4 ㎞
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１　施設の概況

所在地

運営形態

延床面積

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

競技種目名 1 面 競技種目名

２　現況評価

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

施設稼働率

判定

距離

距離

距離

距離

距離

現況写真

・グラウンドについては、効率的な運営方法や管理方法の検討を行い、今後も継続使用していく。

・テニスコートについては、近隣の植木中央公園運動施設への「集約化」を検討する。

○現状と課題

・グラウンドは、平日の利用は少ないが、土日祝日は一定の利用が行われている。

・テニスコートは、平日、土日祝日ともに利用が少ない。

○今後の方針

近隣の運動施設

今熊公園（野球場・運動場） 1.8 ㎞

明徳グラウンド 2.2 ㎞

清水新地公園（野球場） 4.2 ㎞

清水新地テニスコート 4.5 ㎞

基本方針

整備手法

テニスコート
19.0 ％ 基本方針 総量コントロール

△ 整備手法 集約化

キッズサッカー

グラウンドゴルフ

グラウンド
20.0 ％ 基本方針 機能保持

△ 整備手法

競技

テニス

軟式野球（中学生以上）

維持管理の効率化

サッカー

学童軟式野球

ソフトボール

77.01 ㎡ 構造 RC造

防災計画上の位置づけ ー

北区下硯川町416番地2 屋内外の別 屋外

直　営 建築年度 昭和49年（1974年）

基　　本　　情　　報

管理番号 40 施設名称 北部公園（野球場等）
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資料編  

アンケート結果  

（１）アンケート調査結果 

熊本市における市民のスポーツへの取組状況やスポーツ施設の利用状況を把握するため、団体・個人合わせ

て 1,224 先（市民 1,060 人及び 164 団体）を対象にアンケート調査を実施しました。資料編ではその集計結

果を掲載しています。 

 

①実施状況 

（１）調査目的 
熊本市が運営するスポーツ施設の利用状況や要望を把握し、調査結果を「熊本市ス

ポーツ施設ストック適正化計画（仮称）」策定のための基礎資料とすること。 

（２）調査方法 郵送方式、インターネット方式 

（３）調査票発送先 

   発送数 

無作為に抽出した熊本市民・・・・・ 1,060 人 

校区体協・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 96 団体 

各競技団体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 団体 

総合型スポーツクラブ・・・・・・・・・・・・・ 23 団体 

合計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,224 先（市民 1,060 人及び 164 団体） 

（４）調査時期 令和 ４ 年（2022 年） 9 月 16 日（金）～ 9 月 30 日（金） 

（５）回収数  ５０４通 （郵送：２９２通、インターネット：２１２通） 

（６）回収率  41.2％ 
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①回答者の属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央区

133

26.7%

東区

118

23.7％西区

69

13.8%

南区

91

18.2%

北区

88

17.6%

n=499

（人）

会社員、公務員

263

52.5%

無職

63

12.5％

パート・アルバイト

53

10.6%

専業主婦・主夫

43

8.6%

自営業または自由業

34

6.8%

学生

18

3.6%

企業・団体の経営者、役員

11

2.2%

その他

16

3.2%

n=501

（人）

10代

14

2.8%

20代

38

7.6%

30代

55

11.0%

40代

116

23.2%
50代

104

20.8%

60代

104

20.8%

70代

69

13.8%

n=500

（人）

A.年代 
B.住居 

C.職業 
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②種目別スポーツの実施状況 

現在もしくは過去に行っている(行っていた)運動やスポーツは、「ウォーキング(散歩を含む)」と回答した人

が最も多く 258 人となっています。 

 

 

 

≪自由回答（その他）≫ 

ウインタースポーツ バレー テニス 武道 アウトドア 

アイスホッケー ソフトバレー ソフトテニス 空手 ウィンドサーフィン 

スキー ビーチボールバレー ショートテニス 古武道 ハイキング 

スケート ミニバレーボール  銃剣道 登山 

スノーボード   居合道  

フリースタイルスキー   中国舞踊  

 

 

 

 

258

75

75

69

65

64

58

58

56

56

55

52

40

32

32

30

29

23

21

17

17

11

9

9

7

4

3

2

2

1

42

0 100 200 300

ウォーキング(散歩を含む)

体操(ラジオ体操、健康体操、ヨガ、太極拳等を含む)

ランニング

ゴルフ

筋力トレーニング

バレーボール

水泳

テニス

バドミントン

自転車

運動やスポーツをしていない

野球

ソフトボール

ボウリング

バスケットボール

卓球

サッカー

グラウンドゴルフ

ダンス

剣道

陸上競技

弓道

ラグビー

ハンドボール

フットサル

スケートボード

柔道

アーチェリー

ゲートボール

体操競技(体操、新体操)

その他

n=504

（人）



73 

 

③スポーツをする理由 

 運動やスポーツをする理由は、「健康・美容のため」と回答した人が最も多く 307 人となっています。 

 

 

④利用したことのあるスポーツ施設（上位 20 施設） 

利用したことがある施設は、「総合体育館・青年会館」と回答した人が最も多く 204 人となっています。 

 

 

307

250

137

110

51

11

15

0 100 200 300 400

健康・美容のため

気分転換・ストレス解消

家族・友人・知人との交流・親睦

体を動かすことが好きだから

競技力の向上

リハビリ

その他

n=504

（人）

204

175

137

113

76

67

61

55

50

49

46

43

42

42

40

38

38

34

33

29

0 50 100 150 200 250

総合体育館・青年会館

屋内総合プール（アクアドームくまもと）

南部総合スポーツセンター

田迎公園運動施設（浜線健康パーク）

城南総合スポーツセンター

託麻スポーツセンター

水前寺運動公園（野球場）

水前寺運動公園（競技場）

植木中央公園運動施設

植木総合スポーツセンター

富合雁回館

城山公園運動施設

清水新地公園

雁回公園(野球場等)

龍田体育館

天明運動施設

北部体育館

今熊公園（野球場・運動場）

飽田公園（野球場・運動場）

城南Ｂ＆Ｇ海洋センター n=328

（人）

その他の内容 

• 仕事 

• 指導 

• 部活 

• 妊婦のためウォーキングを勧められた 

• 子どもとサッカーをして遊ぶため 
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⑤スポーツをする頻度 

 直近１年での運動やスポーツの日数は、「週１～２日」と回答した人が最も多く 153 人(34.1%)となっていま

す。 

 

 

⑥スポーツ施設の利用日 

主な利用日は、「土日祝日」と回答した人が最も多く 117 人(39.0%)となっています。 

 

 

週1～２日

153

34.1%

週3日以上

129

28.7%

月1～３日

96

21.4%

年に1～３日

49

10.9%

3か月に1～２日

22

4.9%

n=449

（人）

土日祝日

117

39.0%

特に決まって

いない

113

37.7%

平日

70

23.3%

n=300

（人） 
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⑦スポーツ施設の利用時間帯 

 主な利用時間は、「夜間(17 時以降)と回答した人が最も多く 109 人(36.7%)となっています。 

 

 

⑧プレーのしやすさ 

 プレーのしやすさは、「満足」が 102 人(33.6%)、「やや満足」が 167 人(54.9%)となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夜間(17時以降)

109

36.7%

午前(9時～12時)

105

35.4%

午後(12時～17時)

83

27.9%

n=297

（人） 

満足

102

33.6%

やや満足

167

54.9%

やや不満

28

9.2%

不満

7

2.3%

n=304

具体的な不満な点 

• クレーコートの整地が不十分でない施設が多く、

イレギュラーが多発する。（テニスコート） 

• 浜線テニスコート（田迎運動公園）常に修理が必

要な状態。 

• サーフェスが破れていたり、継接ぎ、段差で転び

そう。（テニス） 
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⑨ネット、ゴール、掃除用具など「備品」の満足度 

 ネット、ゴール、掃除用具など「備品」は、「満足」が 83 人(28.5%)、「やや満足」が 162 人(55.7%)となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩更衣室、シャワー、トイレ、照明、空調、音響など「付属設備」などの満足度 

 更衣室、シャワー、トイレ、照明、空調、音響など「付属設備」は、「満足」が 57 人(18.8%)、「やや満足」が

158 人(52.1%)となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足

83

28.5%

やや満足

162

55.7%

やや不満

39

13.4%

不満

7

2.4%

n=291

具体的な不満な点 

• テニス場の白線が見づらい。 

• バレーのポールが古くて重い。 

• 浜線テニスコート（田迎運動公園）ネットが破れて

いる。 

• バドミントンのネットが不良。 

満足

57

18.8%

やや満足

158

52.1%

やや不満

72

23.8%

不満

16

5.3%

n=303

具体的な不満な点 

• プールの更衣室、着替えづらいロッカーの配置。 

• プールの更衣室が汚い。 

• 屋外トイレが綺麗とは言えない。（施設全体） 

• 雁回公園のトイレは問題です。場所によってネット

裏、本部席のない施設があります。 

• 更衣室やトイレは以前利用したことがあるが、少し

古く感じてしまった。（施設全体） 
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満足

93

29.3％

やや満足

118

37.1%

やや不満

79

24.8%

不満

28

8.8%

n=318

⑪駐車場の台数や広さについての満足度 

駐車場の台数や広さは、「満足」が 93 人(29.3%)、「やや満足」が 118 人(37.1%)となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫応援のしやすさ 

スポーツ観戦や応援のしやすさは、「満足」が 67 人(22.8%)、「やや満足」が 159 人(54.1%)となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な不満な点 

• もう少し駐車スペースを増やしてほしい。 

• 植木中央公園テニスコート、浜線テニスコートの

台数が少ない。 

• 南部総合スポーツセンターは駐車場が狭い。 

満足

67

22.8%

やや満足

159

54.1%

やや不満

50

17.0%

不満

18

6.1%

n=294

具体的な不満な点 

• 観戦者用駐車場がない。 

• テニスコートの面数が多く試合会場になり得ると

ころは椅子や屋根などを多く設置してほしい。 

• 託麻スポーツセンターは観戦スペースがない。 

• 天明運動施設は暗くて観客席も少ない。 

• 木の根が這っていたりコンクリートが割れてたり、

足場が悪い所は観戦しにくい。 
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⑬年代別にみたスポーツをする頻度 

 スポーツをする頻度は年代が上がるにつれて多くなる傾向があり、70 代では、週 1～2 日以上スポーツをす

る人が 9 割を超えています。 

 

⑭年代別に見たスポーツ施設の利用日 

 年代が上がるにつれて平日の利用割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5

45.4％

3

8.3%

10

20.4%

22

20.9％

31

33.0%

33

35.9%

25

43.1%

3

27.3%

13

36.1%

17

34.7%

31

29.5%

24

25.5%

34

36.9％

29

50.0%

2

18.2%

10

27.8%

12

24.5%

30

28.6%

26

27.7%

10

10.9%

4

6.9%

2

5.6%

2

4.1%

11

10.5%

3

3.2%

4

4.3%

1

9.1%

8

22.2%

8

16.3%

11

10.5%

10

10.6%

11

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

週3日以上 週1～２日 月1～３日 年に1～３日 3か月に1～２日

n=11

n=36

n=49

n=105

n=94

n=92

n=58

1

11.0％

1

4.3%

6

26.1%

15

19.8％

16

23.5%

20

31.2％

11

31.4%

4

44.5％

10

43.5%

10

43.5%

33

43.4%

24

35.3%

20

31.3%

15

42.9%

4

44.5％

12

52.2%

7

30.4%

28

36.8%

28

41.2%

24

37.5%

9

25.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

平日 土日祝日 特に決まっていない

n=9 

n=23 

n=23 

n=76 

n=68 

n=64 

n=35 
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⑮年代別に見たスポーツ施設の利用時間帯 

 30 代～50 代では、夜間（１７時以降）の利用が最も高くなっています。一方で、60 代以上では、午前（９～

12 時）の割合が最も高くなっています。 

 

⑯今後必要と思う施設 

 今後、新たに、どの公共スポーツ施設が必要かは、「ウォーキング・ランニングコース」と回答した人が最も多く

135 人となっています。 

 

  

3

33.3%

9

39.1%

7

30.4%

25

33.3%

15

22.1%

25

39.1%

20

60.6%

3

33.3%

9

39.1%

5

21.8％

18

24.0%

22

32.3％

15

23.4%

10

30.3%

3

33.3%

5

21.8％

11

47.8%

32

42.7%

31

45.6%

24

37.5%

3

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

午前(9時～12時) 午後(12時～17時) 夜間(17時以降)

n=9

n=23

n=23

n=75

n=68

n=64

n=33

135

107

73

68

58

50

49

31

28

14

12

6

6

5

40

88

17

0 50 100 150

ウォーキング・ランニングコース

体育館

多目的広場

屋内プール

野球場

サッカー場

スケートボードパーク

屋外プール

テニスコート

ラグビー場

陸上競技場

アーチェリー場

弓道場

柔剣道場

必要なものはない

わからない

その他
n=504

その他 

• 雨天時もできるウォーキング,ランニ

ングコース。 

• ダンスも練習できるような鏡張りの

屋内施設 

• バスケットボールストリートコート 

• 子供達が中心に自由にボール遊び等

を出来る施設。 

• 太極拳ができるホール 。 

• 東区にプール、またはスケート場。 

※10 代は小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計しても 100％とはならない。 
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熊本市内外のスポーツ施設の分布と人口推計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市内スポーツ施設 熊本市外スポーツ施設 

1 総合体育館・青年会館 中央区出水2丁目7番1号

2 総合屋内プール 南区荒尾2丁目1番1号

3 水前寺運動公園（野球場） 中央区水前寺5丁目23番2号

4 水前寺運動公園（競技場） 中央区水前寺5丁目23番2号

5 託麻スポーツセンター 東区上南部3丁目22番30号

6 田迎公園（運動施設） 南区良町4丁目8番1号

7 南部総合スポーツセンター 南区白藤5丁目2番1号

8 城南総合スポーツセンター 南区城南町舞原144番地1

9 植木中央公園運動施設 北区植木町岩野285-35

10 城南Ｂ＆Ｇ海洋センター 南区城南町舞原134番地1

11 北岡自然公園（弓道場） 中央区横手2丁目5番1号

12 熊本城公園（テニスコート） 中央区古京町3番2号

13 新屋敷公園（テニスコート） 中央区新屋敷1丁目8番25号

14 城山運動施設 西区上代9丁目6番36号

15 城山公園（運動場・テニスコート） 西区城山半田4丁目16番1号

16 河内グラウンド 西区河内町野出976番地

17 川尻武道館 南区元三町4丁目1番16号

18 飽田公園（野球場・運動場） 南区浜口町126番地

19 天明運動施設 南区奥古閑町1877番地

20 富合雁回館 南区富合町清藤405番地1

21 富合屋外運動場 南区富合町平原67番地1

22 雁回公園（野球場等） 南区富合町木原2748番地

23 高グラウンド 南区城南町高476番地1

24 塚原グラウンド 南区城南町塚原81番地3

25 龍田体育館 北区龍田弓削1丁目1番10号

26 武蔵塚武道場 北区龍田弓削1丁目1番10号

27 清水新地公園（野球場） 北区清水新地7丁目5番1号

28 清水新地コート 北区新地7丁目9番2号

29 清水スポーツセンター 北区清水万石2丁目3番73号

30 北部体育館 北区鹿子木町53番地

31 明徳体育館 北区明徳町978番地

32 明徳グラウンド 北区小糸山町341番地

33 北部武道館 北区鹿子木町53番地1

34 北部公園（野球場等） 北区下硯川町416番地2

35 今熊公園（野球場・運動場） 北区立福寺町91番地2

36 寺迫地区健康文化施設 北区立福寺町577

37 田原スポーツ公園 北区植木町富応1595番地

38 植木総合スポーツセンター 北区植木町山本788番地1

39 植木弓道場 北区植木町岩野238番地1

40 吉松スポーツ公園 北区植木町亀甲452番地

図中

No
施 設 名 称 所　在　地

1 山鹿市民スポーツセンター 山鹿市石416番地

2 山鹿市城北体育館 山鹿市菊鹿町松尾57番地

3 山鹿市鹿本体育館 山鹿市鹿本町来民722番地

4 山鹿市鹿央体育館 山鹿市鹿央町広230番地

5 山鹿市鹿央運動公園（テニスコートを含む）山鹿市鹿央町合里62番地

6 山鹿市山内体育館 山鹿市鹿央町梅木谷245

7 山鹿市民プール 山鹿市山鹿446番地

8 町民テニスコート 熊本県菊池郡大津町室367

9 昭和園テニスコート 熊本県菊池郡大津町室1234 

10 杉水グラウンド 熊本県菊池郡大津町杉水２９８８

11 武道館 熊本県菊池郡大津町大津１２６７

12 町民グラウンド 熊本県菊池郡菊陽町久保田2786

13 町民体育館 熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2598

14 総合体育館メインアリーナ 熊本県合志市福原2922番地

15 武道館 熊本県合志市幾久富1450番地3

16 西合志体育館 熊本県合志市野々島4440

17 総合運動公園 熊本県合志市合生３９１７−３

18 中央運動公園グラウンド 熊本県合志市野々島５５００

19 みずき台グラウンド 熊本県合志市須屋２８１１−２

20 栄グラウンド 熊本県合志市栄２３５７−５

21 合志小跡グラウンド 熊本県合志市上庄６７

22 福原グラウンド 熊本県合志市福原1027

23 合生グラウンド 熊本県合志市合生１２６１−６

24 上生グラウンド 熊本県合志市上生１０５−１

25 町民体育館 熊本県玉名郡玉東町白木1-1

26 玉東町武道館 熊本県玉名郡玉東町二俣92-1

27 天水体育館 玉名市天水町小天7237-1 

28 走潟地区体育館 熊本県宇土市走潟町619番地1

29 スポーツセンター 熊本県宇土市花園町５２３−２

30 運動公園 熊本県宇土市旭町３７５

31 市民体育館 熊本県宇土市旭町504

32 武道館 熊本県宇土市旭町504

33 網津多目的研修施設 熊本県宇土市網津町2026−2

34 轟農業者トレーニングセンター 熊本県宇土市石橋町1 

35 緑川農業者トレーニングセンター 熊本県宇土市野鶴町212

36 網津地区市民グラウンド 熊本県宇土市網津町1961

37 緑川地区農村運動広場 熊本県宇土市笹原町１２５７

38 くまトヨスポーツパーク 上益城郡嘉島町大字下六嘉１５６４ 

39 嘉島町営運動場 上益城郡嘉島町上島２９９６ 

40 嘉島町スポーツ交流広場 上益城郡嘉島町上島８７９ 

41 白旗グラウンド 熊本県上益城郡甲佐町早川 2100 番地

42 緑川グラウンド 熊本県上益城郡甲佐町白旗９２

43 安津橋健康広場 熊本県上益城郡甲佐町有安７７１−６２

44 菊池市立七城体育館 熊本県菊池市七城町菰入１−１

45 菊池市立泗水体育館 熊本県菊池市泗水町福本242-1

46 菊池市立泗水第２体育館 熊本県菊池市泗水町永2618

47 泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 熊本県菊池市泗水町吉富１００−３

48 菊池市営泗水武道館 熊本県菊池市泗水町福本235番地 

49 菊池市営七城総合グラウンド 熊本県菊池市七城町鴨川1-1

図中

No
施 設 名 称 所　在　地

1 山鹿市民スポーツセンター 山鹿市石416番地

2 山鹿市城北体育館 山鹿市菊鹿町松尾57番地

3 山鹿市鹿本体育館 山鹿市鹿本町来民722番地

4 山鹿市鹿央体育館 山鹿市鹿央町広230番地

5 山鹿市鹿央運動公園（テニスコートを含む）山鹿市鹿央町合里62番地

6 山鹿市山内体育館 山鹿市鹿央町梅木谷245

7 山鹿市民プール 山鹿市山鹿446番地

8 町民テニスコート 熊本県菊池郡大津町室367

9 昭和園テニスコート 熊本県菊池郡大津町室1234 

10 杉水グラウンド 熊本県菊池郡大津町杉水２９８８

11 武道館 熊本県菊池郡大津町大津１２６７

12 町民グラウンド 熊本県菊池郡菊陽町久保田2786

13 町民体育館 熊本県菊池郡菊陽町大字久保田2598

14 総合体育館メインアリーナ 熊本県合志市福原2922番地

15 武道館 熊本県合志市幾久富1450番地3

16 西合志体育館 熊本県合志市野々島4440

17 総合運動公園 熊本県合志市合生３９１７−３

18 中央運動公園グラウンド 熊本県合志市野々島５５００

19 みずき台グラウンド 熊本県合志市須屋２８１１−２

20 栄グラウンド 熊本県合志市栄２３５７−５

21 合志小跡グラウンド 熊本県合志市上庄６７

22 福原グラウンド 熊本県合志市福原1027

23 合生グラウンド 熊本県合志市合生１２６１−６

24 上生グラウンド 熊本県合志市上生１０５−１

25 町民体育館 熊本県玉名郡玉東町白木1-1

26 玉東町武道館 熊本県玉名郡玉東町二俣92-1

27 天水体育館 玉名市天水町小天7237-1 

28 走潟地区体育館 熊本県宇土市走潟町619番地1

29 スポーツセンター 熊本県宇土市花園町５２３−２

30 運動公園 熊本県宇土市旭町３７５

31 市民体育館 熊本県宇土市旭町504

32 武道館 熊本県宇土市旭町504

33 網津多目的研修施設 熊本県宇土市網津町2026−2

34 轟農業者トレーニングセンター 熊本県宇土市石橋町1 

35 緑川農業者トレーニングセンター 熊本県宇土市野鶴町212

36 網津地区市民グラウンド 熊本県宇土市網津町1961

37 緑川地区農村運動広場 熊本県宇土市笹原町１２５７

38 くまトヨスポーツパーク 上益城郡嘉島町大字下六嘉１５６４ 

39 嘉島町営運動場 上益城郡嘉島町上島２９９６ 

40 嘉島町スポーツ交流広場 上益城郡嘉島町上島８７９ 

41 白旗グラウンド 熊本県上益城郡甲佐町早川 2100 番地

42 緑川グラウンド 熊本県上益城郡甲佐町白旗９２

43 安津橋健康広場 熊本県上益城郡甲佐町有安７７１−６２

44 菊池市立七城体育館 熊本県菊池市七城町菰入１−１

45 菊池市立泗水体育館 熊本県菊池市泗水町福本242-1

46 菊池市立泗水第２体育館 熊本県菊池市泗水町永2618

47 泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 熊本県菊池市泗水町吉富１００−３

48 菊池市営泗水武道館 熊本県菊池市泗水町福本235番地 

49 菊池市営七城総合グラウンド 熊本県菊池市七城町鴨川1-1

図中

No
施 設 名 称 所　在　地
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夜間開放小学校 

図中

NO.
施設名称 所在地

1 一新小 熊本市中央区新町3丁目10番45号

2 大江小 熊本市中央区大江3丁目5番31号

3 帯山西小 熊本市中央区帯山1丁目29番8号

4 黒髪小 熊本市中央区黒髪2丁目2番1号

5 慶徳小 熊本市中央区山崎町72番地

6 向山小 熊本市中央区本山4丁目5番11号

7 壺川小 熊本市中央区壺川1丁目4番5号

8 五福小 熊本市中央区細工町2丁目25番地

9 城東小 熊本市中央区千葉城町5番1号　

10 白川小 熊本市中央区新屋敷1丁目7番13号

11 砂取小 熊本市中央区神水1丁目1番1号

12 碩台小 熊本市中央区井川淵町4番8号

13 託麻原小 熊本市中央区渡鹿2丁目3番1号

14 白山小 熊本市中央区菅原町9番1号

15 春竹小 熊本市中央区琴平1丁目9番43号

16 本荘小 熊本市中央区本荘6丁目5番47号

17 出水小 熊本市中央区出水1丁目1番75号

18 出水南小 熊本市中央区出水4丁目1番1号

19 帯山小 熊本市中央区帯山4丁目11番11号

20 秋津小 熊本市東区秋津3丁目9番20号

21 泉ヶ丘小 熊本市東区水源1丁目7番1号

22 尾ノ上小 熊本市東区尾ﾉ上2丁目8番1号

23 健軍小 熊本市東区東町4丁目15番2号

24 健軍東小 熊本市東区東町4丁目15番2号

25 桜木小 熊本市東区花立2丁目23番1号

26 桜木東小 熊本市東区桜木6丁目10番1号

27 託麻北小 熊本市東区上南部3丁目34番1号

28 託麻西小 熊本市東区御領2丁目3番30号

29 託麻東小 熊本市東区戸島3丁目15番1号　

30 託麻南小 熊本市東区長嶺東3丁目2番20号

31 月出小 熊本市東区月出6丁目2番40号

32 長嶺小 熊本市東区長嶺南7丁目22番1号

33 西原小 熊本市東区新南部3丁目4番60号

34 東町小 熊本市東区東町3丁目3番1号

35 山ノ内小 熊本市東区山ノ内4丁目1番1号

36 若葉小 熊本市東区若葉4丁目23番1号

37 画図小 熊本市東区下江津8丁目1番6号

38 池上小 熊本市西区池上町850番地

39 小島小 熊本市西区小島7丁目9番1号

40 春日小 熊本市西区春日5丁目3番5号

41 河内小 熊本市西区河内町船津2505番地2

42 城山小 熊本市西区城山大塘1丁目23番1号

43 城西小 熊本市西区島崎3丁目12番60号

44 高橋小 熊本市西区高橋町1丁目6番1号

45 中島小 熊本市西区中島町538番地

46 花園小 熊本市西区花園6丁目9番15号

47 旧)松尾北小 熊本市西区松尾町平山２５５

48 旧)松尾西小 熊本市西区 松尾町上松尾4456−1

49 旧)松尾東小 熊本市西区松尾町上松尾2880

50 芳野小 熊本市西区河内町野出1419番地

51 池田小 熊本市西区池田1丁目28番5号

52 古町小 熊本市西区二本木4丁目9番65号

53 白坪小 熊本市西区蓮台寺4丁目4番1号

54 飽田西小 熊本市南区並建町1005番地

55 飽田東小 熊本市南区砂原町115番地

56 飽田南小 熊本市南区護藤町999番地

57 奥古閑小 熊本市南区奥古閑町4072番地

58 川口小 熊本市南区川口町3045番地

59 川尻小 熊本市南区川尻4丁目1番1号

60 隈庄小 熊本市南区城南町隈庄270番地

61 城南小 熊本市南区南高江4丁目2番70号

62 杉上小 熊本市南区城南町永505番地１

63 銭塘小 熊本市南区銭塘町990番地

64 田迎小 熊本市南区出仲間8丁目3番30号

65 田迎南小 熊本市南区田井島3丁目12番1号

66 富合小 熊本市南区富合町清藤472番地

67 豊田小 熊本市南区城南町塚原259番地

68 中緑小 熊本市南区美登里町800番地

69 日吉小 熊本市南区近見1丁目9番30号

70 日吉東小 熊本市南区近見5丁目1番1号

71 御幸小 熊本市南区御幸笛田7丁目16番1号

72 力合小 熊本市南区刈草2丁目10番1号

73 田迎西小 熊本市南区馬渡2丁目5番1号

74 力合西小 熊本市南区荒尾1丁目11番1号

75 麻生田小 熊本市北区麻生田3丁目9番1号

76 植木小 熊本市北区植木町広住1番地

77 川上小 熊本市北区西梶尾町480番地

78 桜井小 熊本市北区植木町滴水2255番地 　

79 山東小 熊本市北区植木町有泉841番地

80 清水小 熊本市北区清水本町14番58号

81 城北小 熊本市北区清水新地1丁目4番1号

82 高平台小 熊本市北区高平1丁目17番28号

83 田底小 熊本市北区植木町正清515番地

84 田原小 熊本市北区植木町富応1302番5

85 西里小 熊本市北区下硯川町1784番地

86 菱形小 熊本市北区植木町円台寺124番地

87 北部東小 熊本市北区鶴羽田2丁目7番1号

88 山本小 熊本市北区植木町内1424番地

89 吉松小 熊本市北区植木町豊田474番地

90 楠小 熊本市北区楠5丁目15番1号

91 龍田小 熊本市北区龍田7丁目7番1号

92 楡木小 熊本市北区楡木3丁目9番1号

93 武蔵小 熊本市北区武蔵ケ丘3丁目15番1号

94 弓削小 熊本市北区弓削3丁目20番1号

95 龍田西小 熊本市北区龍田陳内2丁目17番1号
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夜間開放中学校 

1 出水中 熊本市中央区出水5丁目3番1号

2 京陵中 熊本市中央区京町本丁1番14号

3 江原中 熊本市中央区琴平2丁目9番59号

4 江南中 熊本市中央区本山町75番地

5 桜山中 熊本市中央区黒髪5丁目13番1号

6 白川中 熊本市中央区大江3丁目1番12号

7 藤園中 熊本市中央区千葉城町5番2号

8 竜南中 熊本市中央区坪井4丁目16番1号

9 出水南中 熊本市中央区出水7丁目86番1号

10 西山中 熊本市中央区島崎1丁目27番1号

11 帯山中 熊本市中央区帯山1丁目35番32号

12 湖東中 熊本市東区湖東1丁目13番1号

13 桜木中 熊本市東区桜木４丁目１３−２３

14 東部中 熊本市東区上南部2丁目21番1号

15 長嶺中 熊本市東区長嶺南7丁目21番40号

16 錦ヶ丘中 熊本市東区錦ケ丘22番1号

17 西原中 熊本市東区保田窪4丁目9番1号

18 東野中 熊本市東区東野3丁目6番50号

19 東町中 熊本市東区東町4丁目15番1号

20 二岡中 熊本市東区戸島3丁目15番2号

21 井芹中 熊本市西区上熊本3丁目27番1号

22 花陵中 熊本市西区八島2丁目14番1号

23 河内中 熊本市西区河内町船津2470番地1

24 三和中 熊本市西区上高橋1丁目4番1号

25 城西中 熊本市西区小島8丁目17番1号

26 芳野中 熊本市西区河内町野出1420番地46

27 飽田中 熊本市南区孫代町72番地

28 下城南中 熊本市南区城南町宮地１０２０－１

29 城南中 熊本市南区八幡8丁目1番1号

30 託麻中 熊本市南区出仲間6丁目4番1号

31 天明中 熊本市南区奥古閑町2146番地1

32 富合中 熊本市南区富合町平原５６

33 日吉中 熊本市南区近見5丁目5番1号

34 力合中 熊本市南区島町5丁目8番1号

35 植木北中 熊本市北区植木町舟島４５５−１

36 鹿南中 熊本市北区植木町滴水１１１０

37 五霊中 熊本市北区植木町一木１６３

38 清水中 熊本市北区清水新地2丁目3番1号

39 北部中 熊本市北区鹿子木町1番地

40 楠中 熊本市北区楠3丁目2番1号

41 龍田中 熊本市北区龍田７丁目８番１号

42 武蔵中 熊本市北区武蔵ケ丘4丁目19番1号

図中

No
施 設 名 称 所　在　地
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熊本市スポーツ施設分布と人口増加率（2020）*2015 年比 

熊本市スポーツ施設分布と人口増加率（2050）*2015 年比 
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熊本市内体育館と人口増加率（2050）*2015 年比 

熊本市内体育館と人口増加率（2020）*2015 年比 
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熊本市内グラウンドと人口増加率（2020）*2015 年比 

熊本市内グラウンドと人口増加率（2050）*2015 年比 
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熊本市内テニスコートと人口増加率（2020）*2015 年比 

熊本市内テニスコートと人口増加率（2050）*2015 年比 
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熊本市内武道場と人口増加率（2050）*2015 年比 

熊本市内武道場と人口増加率（2020）*2015 年比 
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  熊本市内弓道場と人口増加率（2020）*2015 年比 

熊本市内弓道場と人口増加率（2050）*2015 年比 
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熊本市内プールと人口増加率（2020）*2015 年比 

熊本市内プールと人口増加率（2050）*2015 年比 
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熊本市経済観光局 

スポーツ・イベント部スポーツ振興課 

TEL：（096）328-2724 


